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翁
広
平

『
吾
妻
鏡
補
』

所
載
日
本
語
史
資
料
試
解
〆’ー、、

一一
、、一，〆

両

山

倫

日
刀rI
 

本
誌
九
六
輯
の
前
稿
に
つ
づ
き
、
清
代
の
日
本
研
究
室
百
『
吾
妻
鏡
補
』
（
翁
広
平
著
、
嘉
慶
十
九
・
一
八
一
四
年
序
）

の

「
国
語
解
」

に
引
用
さ
れ
た

「
海
外
奇
談
」
の
読
解
を
試
み
る
。
今
回
は
「
人
物
類
」
で
あ
る
。
凡
例
・
文
献
等
は
前
稿
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

玉
、
試
解
（
承
前
）

人
物
類

S
S
「
男
」
倭
多
古
（
お
と
こ
）

A
一
オ
ト
コ

B
一
オ
ト
コ

S
5
「
女
」
倭
難
古
（
お
な
ご
）

A
一
オ
ナ
ゴ

B
一
オ
ナ
ゴ

C
M
＝
「
君
子
」
視
式
（
く
ん
し
）

A
一
ク
ン
シ

B
一
ク
ン
シ

読
み
は
「
く
ん
し
」
で
ま
ち
が
い
あ
る
ま
い
が
、
音
注
「
視
」
字
（
魂
韻
見
母
）
は
他
に
例
が
な
い

O

B
ロ
「
小
人
」
沙
人
（
し
よ
う
じ
ん
）

A
一
シ
ョ
ウ
ジ
ン

B
一
シ
ョ
ウ
ジ
ン

見
出
し
語
に
は
、
「
訳
通
類
略
」
「
小
人
自
称
」
、
『
俗
語
解
」
「
小
人
ソ
レ
ガ
シ

ワ
タ
ク
シ
」
、
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
意
味
も
あ
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翁
広
平

『吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解

る
が
、
こ
こ
は
前
項
「
君
子
」
に
対
す
る
「
小
人
物
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
音
注
「
沙
」
字
（
麻
韻
生
母
）
は
、

2
5
「
長
崎
南
加
沙
凡
」

（
な
が
さ
き
）
、
呂
忍
「
杜
様
沙
之
其
」
（
さ
っ
き
）
、

E
S
「
糖
沙
糖
」
（
さ
と
う
）
の
よ
う
に
／
サ
／
を
写
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
が
、

ss

「
総
管
沙
代
」
の
「
そ
う
だ
い
（
惣
代
こ
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
音
注
「
人
」
字
（
真
韻
日
母
）
に
は

CMg
「
客
人
却
笑
人
」
（
｛
笑
↓

苦
】
き
ゃ
く
じ
ん
）
、
。
凶
器
「
唐
人
抱
人
」
（
と
う
じ
ん
）
、
C
N
S

「
別
人
別
志
人
」
（
べ
つ
じ
ん
）
等
。
こ
こ
は
と
り
あ
え
ず
「
し
よ
う

じ
ん
」
と
解
し
て
お
く
。

O
N】

ω
「
善
人
」
揺
介
悦
（
よ
か
闘
っ
・
）

A
一
ヨ
カ
？

B
一
ヨ
カ
．

音
注
の
「
揺
介
」
の
部
分
に
つ
い
て
は

5
8
「
好
揺
介
」
の
例
も
あ
り
、
「
よ
か
」
で
よ
か
ろ
う
。
『
長
崎
方
一
言
集
』
に
は
「
ヨ
カ
ヤ

ツ

美

人
。
ベ
ッ
ピ
ン
。」
と
い
う
語
形
が
見
え
る
。
「
侃
」
字
の
例
は
こ
こ
と
2
5
「
人
侃
」
（
？
）
、
次
項
C
N
E

「
悪
人
阿
盛
（
侃
？
と

（
あ
く
に
ん
？
）
の
み
。
3
例
を
同
時
に
説
明
で
き
る
案
が
な
い
。
↓
。
＝
∞
「
人
悦
」
参
照
。

S
E
「
悪
人
」
阿
盆
（
侃
？
）
（
あ
く
に
ん
）

A
一
ワ
ル
イ
？

B
一
ワ
ル
イ
・
？

《駒
上
一
阿
盛
侭
〉

底
本
に
損
傷
（
擦
り
消
し
？
）
が
あ
り
、
立
日
注
の
「
侃
」

字
は
判
然
と
し
な
い
が
、
終
画
ら
し
い
も
の
は
見
え
る
。
音
注
は
「
阿
盛
侃
」

と
み
て
よ
か
ろ
う
。
校
本
B
「
覚
え
書
き
」
に
は

「
音
注
「
阿
蘇
促
」
の
「
悦
」
ニ
5
。
本
書
の
解
読
は
校
本
に
従
い
「
ワ
ル
イ
口
？
」
と
し
た
が
、
「
オ
コ
口
？
（
鳴
乎
）
」
と
す
る
の

も

一
案
。」

と
あ
る
。
同
書
は
「
盛
」
字
を
「
最
」

字
に
誤
刻
し
て
い
る
。
「
盛
」
は
他
に
例
が
な
い
。
姥
韻
見
母
で
「
古
」
と
同
音
、
み
だ
ら
・
わ
ざ
わ

い
等
の
意
を
も
ち
、
表
語
的
な
使
用
と
思
わ
れ
る
c

こ
こ
は
「
あ
く
に
ん
」
で
よ
か
ろ
う
。
前
項
、

2
5
「
人
侃
」
、
C
H
N
∞
「
隠
密
警
錬
」

（
め
く
ら
）
等
参
照
。

C
N
Z

「
獄
」
阿
火
（
あ
ほ
う
）

A
一
ア
ホ
ウ
、
阿
呆

B
一
ア
ホ
ウ

見
出
し
語
「
獣
」
字
は
「
呆
」
に
同
じ
で
、
「
呆
子
」
は
、
ま
ぬ
け
・
あ
ほ
う
・
ば
か
な
ど
の
意
。
『
訳
通
類
略
」
「
猷
子
パ
カ
モ
ノ
」
、

「
支
那
小
説
字
解
』
「獣
子

ア
ホ
ウ
」
。

那
撒
九
捺
（
な
さ
け
な
I

O
N
－
由
「
無
情
人
」

ー
い
）

A
一
ナ
サ
キ
ナ
イ

B
一
ナ
サ
キ
ナ
イ
〈
駒
上
一
捺
〉
那
〉

音
注
「
凡
」
字
は
、

ccoN
「
晴
天
凡
要
加
」
（
て
ん
き
よ
か
）
、

o
Z印
「
長
崎
南
加
沙
凡
」
（
な
が
さ
き
）
、
宮
官
「
柴
凡
」
（
き
）
、

8
8

「
斧
準
凡
」
（
よ
き
）
の
よ
う
に
／
キ
／
を
写
す
と
同
時
に
、
Z
N
H

「
竹
管
可
搭
凡
」
（
こ
だ
け
）
、

2
2
「
酒
飾
凡
」
（
さ
け
）
、

g
g
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「
酒
壷
筒
九
瓶
」
（
さ
け
ぴ
ん
）
、
ミ
白
「
杭
坐
可
式
指
凡
」
（
こ
し
か
け
て

8
2
「亮

阿

爽

力
／
郁
阿
凡
」
（
あ
か
る
い
、
よ
あ
け
）
の

よ
う
に
／
ケ
／
に
該
当
す
る
か
と
恩
わ
れ
る
例
も
少
な
く
な
い

0
8
3
「
風
」
の
項
参
照
。
こ
こ
は
「
な
さ
け
」
と
解
し
て
お
く
。

約
古
太
衣
那

（
ゃ
く
た
い
な
！

O
N
H
4

「
浮
頭
」

1
し
）

A
一
ヤ
ク
タ
イ
ナ
シ

B
一
ヤ
ク
タ
イ
ナ
シ

見
出
し
語
は
表
面
・
う
わ
べ
の
意
。
「
長
崎
県
方
言
辞
典
』
「
ゃ
く
て
む
な
か

ば
か
ば
か
し
い
。
む
だ
な
。
無
益
な
。
東
彼
杵
｜
東
彼
杵
。

大
村
市
旧
市
内
」
c

O
M
戸
∞
「
聴
明

（聡
明
）」
由
鈴
之

（
【
由
↓
里一
】
り
は
つ

（
利
発
）
）

A
一
・

B
一
ユ
カ
シ
？

校
本
B
「
覚
え
書
き
」
に

「
「
聴
明
」
の
音
注
「
由
諮
之
」
を

一
往
「
ユ
カ
シワ・
」
と
訓
じ
た
が
、
或
い
は

「
ヨ
ワ
シ
」
か
も
知
れ
ぬ
。」

と
あ
る
が
、
「之」

字
は
／
シ
／
に
は
あ
た
ら
ず
、
ま
た
「
ゆ
か
し
」
も
「
よ
わ
し
」
も
見
出
し
語
か
ら
は
距
離
が
あ
る
。
こ
こ
は
「
由
」
字

を
「
里
」
の
誤
写
と
み
て
「
り
は
つ
」
と
解
し
た
い

0
2
雪
「
瞥
失
里
」
（
し
り
）
、

8
5
「
鶏
妥
里
」
（
と
り
）、
C

品
目
同
「
百
合

又
里
」

（
ゆ
り
）
／
2
5
「
橋
諮
失
」
（
は
し
て
O
E
4

「
箱
諮
古
」
（は
こ）、

g
g
「糊

諮
六
」
（
は
る
）
／
包
ゴ
「
山
茶
之
抜
其」

（
つ
ば

き）、

3
3・
「
社
践
沙
之
其
」
（
さ
っ
き
）
、
呂
田
由
「
索
之
納
」
（
つ
な
）
等
々
参
照
。
『
南
山
考
講
記
』
「
聡
明
人
ハ
ツ
メ
イ
ナ
人
」、

「唐

音
世
話
」
「
聡
明
カ
シ
コ
イ

1
」
、
「
訳
通
類
略
」
「
聡
明
伶
例
的
リ
コ
ウ
モ
ノ
」
、
「
怯
里
馬
赤
」

「伶
例

リ
ハ
ッ
カ
シ
コ
イ
」
、
「
支
那

小
説
字
解
』
「
伶
例
リ
ハ
ツ
モ
ノ
」。

O
N
Z

「
伶
例
」

立
可
捺
（
り
こ
う
な
）

A
一
リ
コ
ナ

B
一
リ
コ
ナ

見
出
し
語
は
賢
い
・
利
口
で
あ
る
の
意
。
「
訳
通
類
略
』
「
聡
明
伶
例
的
リ
コ
ウ
モ
ノ
」O

B
N
O

「
誠
賓
」
日
之
那
（
じ
つ
な
1
じ
ち
な
）

A
一
ジ
チ
ナ
、
実
な

B
一
ジ
チ
ナ

『
日
葡
辞
書
」「ロ円
E
E
B
Oロ
0
・
y
r
s
g白
白

け

0

・
ジ
チ
ナ
モ
ノ
．

ま
た
は
，

ジ
チ
ナ
ヒ
ト
．

（
実
な
者
．
ま
た
は
，
実
な
人
．

）
重
厚

ト

ン

チ

で
素
直
で
誠
実
な
人
．
」
、
「
南
山
考
講
記
』
「
篤
実
的
ジ
ツ
ナ
モ
ノ
」
。

C
M
N
H

「
刻
薄
」
抱
約
古
納
（
ど
う
よ
く
な
）

A
一
ド
ヨ
ク
ナ
、
胴
欲
な

B
一
ド
ヨ
ク
ナ

見
出
し
語
は
む
ご
く
て
情
が
薄
い
の
意
。
05ω

「没
良
心

徒
挙
文
捺
」
（
ど
う
よ
く
な
）
の
例
が
あ
り
、
「
南
山
俗
語
考
』
巻

一
に

ム
リ
ヤ
ン
ス
イ
ン

「
没
良
心
ド
ウ
ヨ
ク
ナ
」
と
あ
る
。
こ
こ
も
「
ど
う
よ
く
な
」
が
適
当
か
と
思
わ
れ
る
が
、
音
注
「
約
」
字
は
、
C
M
ロ
「
浮

頭

約

古
太

衣
那
施
」
（
ゃ
く
た
い
な
し
て

8
∞
同
「
均
薬
利
文
約
文
」

（
し
ゃ
く
や
く
）
、

8
8
「
大
花
綱
烏
抜
皮
剥
約
」
（お
お
と
び
さ
や
）
、

5
8
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翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解

「
破
約
蒲
力
搭
」
（
や
ぶ
れ
た
）
の
よ
う
に
／
ヤ
／
に
あ
た
る
の
が
普
通

o
g
a
「
乾
娘

解
釈
に
よ
っ
て
は
／
ヨ
／
を
写
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
な
お
存
疑

0

C
M
M
N

「
忠
直
」
麦
司
古
那
（
ま
す
ぐ
な
）

A
一
マ
ス
グ
ナ

B
一
マ
ス
グ
ナ

見
出
し
諾
は
忠
実
で
正
直
で
あ
る
の
意
。
5
ミ
「
直
麦
司
古
那
」
（
ま
す
ぐ
な
）
に
全
く
同
じ
音
注
が
あ
る
。

C
N
自
「
忠
厚
」
也
非
多
（
え
l
ひ
と
）

A
一
エ
ヒ
ト
、
善
い
人

B
一
エ
ヒ
ト

見
出
し
語
は
真
心
が
あ
っ
て
情
が
厚
い
の
意
。「
南
山
考
講
記
」
「
忠
厚
人
忠
セ
ツ
ナ
人
」
、
『
長
崎
県
方
言
辞
典
』
「
え
え

「
お
い
ど
が
よ
う
な
貧
乏
人
は
と
い
も
（
甘
藷
）
が
一
番
エ
エ
と
じ
ゃ
」
対
馬
｜
厳
原
町
豆
酸
。
平
戸
市
中
野
」
。

搭
搭
司
一
非
（
た
だ
し
い
・
ー

。N
N
A

「
正
経
（
正
経
）
」

六

周

）

A
一
【
六
↓
大
】
タ
ダ
シ
イ
ヒ
ト

B
一
【
同
】
タ
ダ
シ
イ
ヒ
ト

チ

νキ
ン
ヂ
ン

見
出
し
語
は
正
し
い
、
ま
じ
め
な
、
ま
と
も
な
の
意
。『
南
山
考
講
記
』
に
「
正
経
人
タ
ず
シ
イ
人
」
と
あ
り
、
こ
こ
も
「
た
だ
し
い
ひ

と
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
、
音
注
「
六
」

字
が
問
題
。
「
大
」
に
改
め
て
も
や
は
り
／
ト
／
に
は
適
さ
な
い
。
音
注
「
司
」
字
は
O
N
N
N

「
忠
直

麦
司
古
那
」
（
ま
す
ぐ
な
）
、
。
区
日
「
鐙
手
帖
司
六
」
（
て
す
る
）
、
S
B
「
議
書
人
措
谷
蒙
司
六
非
多
」
（
が
く
も
ん
す
る
ひ
と
）、

O
N
g

「
道
士
措
納
司
」
（
か
ん
ぬ
し
）
、

8
怠
「
鹿
客
奴
司
司
」
（
か
の
し
し
て

2
0
m
「
菓
子
卦
司
」
（
く
わ
し
）
等
々
の
よ
う
に
／
ス
／

／
シ
／
の
両
方
に
あ
た
る
。

O
N
N
印
「
大
量
」
閉
犬
同
犬
奴
福
的
（
こ
こ
ろ
ふ
て
？
）

A
一
コ
コ
ノ
フ
テ
、
心
の
太
い

B
一
コ
コ
ろ
ノ
フ
テ

見
出
し
語
は
度
量
の
大
き
な
さ
ま
を
言
、っ
。
「奴」

字
で
／
ロ
／
を
写
し
た
か

0
2
2
「
小
心
突
突
奴
福
司
該
」
（
こ
こ
ろ
ほ
そ
か
？

）

の
項
参
照
。

C
N
N
白
「
家
主
」
談
談
動
（
だ
ん
な
ん
ど
ん
）

A
一
ダ
ン
ダ
ド
ン
、
日
一
那
ど
ん
7

B

一
ダ
ン
ダ
ド
ン

見
出
し
語
は
一
家
の
長
、
戸
主
の
意
。
『
浜
荻
』
「
だ
ん
な
ん
亭
主
」
、
「
長
崎
方
言
集
覧
』
「
ダ
ン
ナ
ン
サ
マ
旦
那
様
。
主
人
を
云
ふ
。」

「
ダ
ン
ナ
ン
サ
ン
旦
那
さ
ん
。
（
こ
他
人
の
妻
に
対
し
て
そ
の
夫
。
（二
）
妾
を
も
て
る
男
。
（
三
）
芸
妓
な
ど
の
馴
染
客
ダ
ン
ナ
と
も
云

ふ。
」、

「長
崎
県
方
言
辞
典
』
「
だ
ん
な
ん
ど
ん
地
主
。
島
原
市
杉
谷
。
南
高
来
｜
吾
妻
町
山
田
・
有
明
町
湯
江
・
千
々
岩
」
。
な
お
、
『
長

崎
県
方
言
辞
典
』
「
だ
ん
だ
①
旦
那
。
良
家
の
主
人
。
五
島
l
三
井
楽
。
②
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
。
五
島
l
上
五
島
」
の
よ
う
な
記
述
も
あ
り
、

「
だ
ん
だ
ん
ど
ん
」
の
よ
う
な
語
形
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

C
M
N
斗
「
堂
客
」
烏
措
（
お
か
圃
つ
）

A
一
オ
カ
（
ク
）
、
お
客

B
一
オ
カ
く

約
式
那
客
」
、
C
N
g

「
乾
見

約
式
及
文
」
が
、

44 
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い
。
良
い
。

〈駒
一
「

一
本
措
作
椅
」
》



校
本
B
「
覚
え
書
き
」
は

「
「
オ
カ
ク
」
（
お
客
）
。
底
・
駒
・
駒

一
の
三
本
と
も
に
「
ク
」
に
該
当
す
る
音
注
漢
字
を
脱
せ
り
。」

と
す
る
が
、
見
出
し
語
は
女
性
・
ご
婦
人
・
妻
君
の
意
。
長
崎
関
係
の
方
言
書
の
類
に
は
母
の
意
の
「
お
か
」
「
お
か
か
」
「
お
か
く
」
の
よ

う
な
語
が
見
ら
れ
、
転
じ
て
「
夫
が
自
分
の
妻
を
呼
ぶ
語
」
（
「
長
崎
県
方
言
辞
典
』
「
お
か
か
」
の
項
）
に
も
な
る
。
こ
れ
ら
で
あ
れ
ば
オ
ツ

カ
・
オ
カ
？
の
よ
う
な
音
声
形
を
写
し
た
可
能
性
も
あ
り
、
音
注
の
脱
落
を
考
え
ず
と
も
す
み
そ
う
で
あ
る
が
、
見
出
し
語
と
語
感
が
一
致

し
な
い
よ
う
に
思
う
。
音
注
の
脱
落
を
想
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
母
（
か
か
）
系
よ
り
も
、
お
方
様
系
の
「
お
か
っ
さ
ま
奥
さ
ん
。
お
か

み
さ
ん
。
島
原
市
。
南
高
来
｜
有
家
・
加
津
佐
」
「
お
か
し
ゃ
ま
商
家
の
内
儀
（
お
か
み
さ
ん
）
を
使
用
人
た
ち
の
呼
ぶ
語
口
大
村
市
。
長

崎
市
」
（
「
長
崎
県
方
言
辞
典
』
）
の
方
が
妥
当
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
存
疑
。

C
M
M
∞
「
長
輩
」
挨
捺
搭
（
あ
な
た
）

A
一
ア
ナ
タ

B
一
ア
ナ
タ

C
M
M
匂
「
平
輩
」
紅
毛
活
（
お
ま
え
1
お
ま
い
）

A
一
オ
マ
ヨ
、
お
前

B
一
オ
マ
ヨ
《
駒
一
「
一
本
作
並
」
》

見
出
し
語
は
同
輩
の
者
の
意
0

8
0
0

「
体
」
に
も
ま
っ
た
く
同
じ
音
注
が
あ
る
。
本
書
に
は
5

8

「
好
揺
介
」
（
よ
か
）
の
「
揺
」
や
、

g
a
「
是
飾
遥
」
（
さ
ょ
う
）
の
「
遥
」
の
よ
う
に
、
「
菖
」
を
音
符
と
し
て
／
ヨ
／
／
ヨ
ウ
／
を
写
す
音
訳
漢
字
が
あ
る
。
校
本
A
・
B
は

こ
こ
の
音
注
「
活
」
字
を
そ
の
類
と
解
し
た
ら
し
い
が
、
こ
れ
は
「
淫
」
の
識
字
で
、
侵
韻
以
母
の
字
。
侵
韻
影
母
の
「
音
」
（
0
8
N

「寄

音
之
九
」
い
っ
き
）
や
、
他
の
侵
韻
の
音
訳
漢
字
「
欽
」
（
C
M
8

「
皇
帝
欽
立
山
馬
」
き
ん
り
さ
ま
）
、
「
金
」
（
0

8

∞
「
荷
包
金
雀
文
」
き

ん
ち
ゃ
く
）
、
「
心
」
（
C

∞
8
「
勢
燭
煤
心
起
力
」
し
ん
き
り
）
、
「
林
」
（
C
N
己
「
老
鴇
雅
林
了
」
や
り
て
）
等
の
例
か
ら
推
せ
ば
、
こ
こ
は

「
お
ま
い
」
か
、
ま
た
は
／
エ
／
の
口
蓋
性
を
踏
ま
え
た
う
え
で
「
お
ま
え
」
と
理
解
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。「
長
崎
県
方
言
辞
典
」
「
お

ま
い
①
お
前
。
君
。
あ
な
た
。
佐
世
保
市
。
佐
世
保
対
早
岐
。
西
彼
杵
ー
時
津
・
野
母
崎
・
多
良
見
。
諌
早
市
。
北
高
来
ー
高
来
町
小
江
口

②
夫
が
妻
を
呼
ぶ
語
。
北
松
浦
l
吉
井
」
。

と
こ
ろ
で
、

g臼
「
辰
」
太
子
（
た
っ
て

S
ミ
「
和
尚
」
蓬
山
（
ぼ
ん
さ
ん
）
、
C
臼
品
「
魚
麹
」
非
力
（
ひ
れ
）
等
の
よ
う
に
、
見
出
し
語

と
意
味
の
適
合
は
な
い
も
の
の
、
音
注
が
既
存
の
単
語
に
な
っ
て
い
る
例
は
少
な
く
な
い
。
こ
こ
の
音
注
の
「
紅
毛
」
の
部
分
は
も
ち
ろ
ん

オ
ラ
ン
ダ
人
の
意
で
「
明
史
」
和
蘭
伝
等
に
見
え
る
も
の
。
長
崎
に
お
い
て
は
常
に
中
国
が
オ
ラ
ン
ダ
に
対
し
て
貿
易
的
優
位
を
占
め
て
い

た
と
は
い
え
、
バ
夕
、
ヴ
ィ
ア
の
東
イ
ン
ド
会
社
を
拠
点
と
し
て
強
力
な
武
力
を
背
景
に
東
ア
ジ
ア
で
の
多
角
貿
易
を
展
開
す
る
オ
ラ
ン
ダ
が
、

中
国
の
貿
易
商
人
に
と
っ
て
商
敵
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
「
紅
毛
」
と
「
淫
」
と
の
組
合
わ
せ
は
作
意
的
で
あ
る
と
言
え
よ

う
か
。

翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
」
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解
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妻
鏡
補
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所
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日
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語
史
資
料
試
解

（三）

C
M
8

「祖
」
直
欝
山
（
じ
じ
さ
ん
）

A
一
ヂ
ヂ
サ
ン

B
一
ヂ
ヂ
サ
ン

音
注

「直
」
字
は
孤
例
だ
が
、
唐
立
日
資
料
に

「ジ
・
ジ
ツ
・
ヂ
ツ
」
の
よ
う
な
仮
名
表
記
が
見
え
る
。
音
注
「
毒
」

字
は
ミ
N
O

「十

一

害
時
一
枝
」
（
じ
ゅ
う
い
ち
）
、
O

寸
ど
「
十
一一

事
雪
こ
（
じ
ゅ
う
に
）
の
よ
う
に

「じ
ゅ
う
」
に
当
た
る
例
が
多
い
が
、

s
g
「送
体

聖
書
時
麦

牧
」
（
し
ん
じ
ま
し
ょ
）
、

S
ミ
「
奉
送
聖
書
馬
里

【里
↓
思
】」

（し
ん
じ
ま
す
）
の
よ
う
に

「じ
」
と
解
さ
れ
そ
う
な
例
も
あ
る
。
現
代

九
州
方
言
に
広
く
み
ら
れ
る
「
1
し
ゃ
ん
（
様

・
さ
ん
と
か
ら
す
る
と
、
音
注
「
山
」

字
は
「
さ
ん
」
で
は
な
く

「し
ゃ
ん
」
か
も
し
れ
な

い
（
「長
崎
県
方
言
辞
典
』
「
し
ゃ
ん
人
名
等
に
付
け
て
親
愛
と
敬
意
を
示
す
「
さ
ん
」
の
音
変
化
。
「
太
郎
シ
ャ
ン

・
花
子
シ
ャ
ン

・
お

ば
シ
ャ
ン
」」
）
が
、
同
じ
生
母
の
音
訳
漢
字
が
広
く
／
サ
／
を
写
し
て
い
る
点
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
「沙
」（
o
－
－
印
「
長
崎
南
加
沙

凡
」
な
が
さ
き
）
、

「殺
」
（O
M
∞
斗
「
捜
子
殺
文
利
」
さ
ぐ
り
）、
「晒
」
（C
N
也凸

「小
工一断

晒
婆
羅
同
」
さ
ぶ
ろ
ど
ん
）、
「利
」
呂
巴

「
棲
桃

利
吉
投
」
さ
く
ら
）
等
。
ち
な
み
に
「
九
州
で
は
サ
シ
ス
セ
ソ
が
シ
ヤ
シ
シ
ユ
シ
エ
シ
ヨ
に
詑
る
」
と
い

っ
た
俗
説
が
あ
る
が
、

／
セ
／

の
口
蓋
性
を
除
け
ば
あ
と
は
少
数
の
単
語
レ
ベ
ル
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
。
こ
こ
は
「
じ
じ
さ
ん
」
で
よ
か
ろ
う
。

O
N
2

「祖
母
」
排
排
山
（
ば
ば
さ
ん
）

A
一
パ
パ
サ
ン

B
一
パ
パ
サ
ン

『
筑
紫
紀
行
」
に

「祖
母
を
ば
ん
ば
さ
ん
」
、
「
査
産
圏
雑
記
』
に
「
ば
、
あ
を
ば
ん
ば
」
、
「
長
崎
県
方
言
辞
典
』
に

「ば
ん
ば
さ
ん

祖
母
。
老
婆
。
お
ば
あ
さ
ん
。
五
島。

北
松
浦
｜
生
月

（パ
パ
ン
併
）
」
な
ど
と
あ
り
、

「ば
ん
ば
さ
ん
」
の
可
能
性
も
あ
る
。

C
N
S

「父
」
舵
舵
山
（
と
と
さ
ん
）

A
一
ト
ト
サ
ン

B
一
ト
ト
サ
ン

O
N
8

「
令
尊
」
屋
也
治
山
馬
（
お
や
じ
さ
ま
）

A
一
オ
ヤ
ヂ
サ
マ

B
一
オ
ヤ
ヂ
サ
マ

見
出
し
語
は
人
の
父
を
呼
ぶ
と
き
の
敬
称
。
ご
尊
父
様

・
お
父
上
。
「
唐
話
為
文
筆
』

「令

尊
ゴ
シ
ン
プ
サ
マ」
、
『
支
那
小
説
字
解」

「
乾
爺
ヲ
ヤ
ジ
サ
マ
但
他
人
ノ
父
ヲ
云
フ
」

「老
官
児
オ
ヤ
ジ
サ
マ
」。

O
N
U
品
「
母
」
指
摘
山
（
か
か
さ
ん
）

A
一
カ
カ
サ
ン

B
一
カ
カ
サ
ン

「
支
那
小
説
字
解
」

「娘
々
ヵ
、
サ
ン
」
（
こ
の
「
娘
々
」
は
母
親
の
意
）
、
「
査
種
闘
雑
記
」
「か
、
様
を
か
く
さ
ん
」
。
「長
崎
方
言
集
」

「カ
ク
サ
ン
母
。
自
分
の
母
を
い
う

（卑
称
）
」「
カ
カ
サ
ン

一
般
母
親
の
意
に
用
い
る
」。

O
N
S

「乾
娘
」
約
式
那
客
（
ゃ
し
な
い
・
？
）

A
一
ヨ
ウ
シ
ナ
ヵ
、
養
子
仲
っ
、
乾
娘
は
養
母

B
一
ヨ
ウ
シ
ナ
カ

「乾
1
」
は
義
理
の
関
係
を
い
い
、
見
出
し
語
は
義
母

・
養
母
の
意
。
「
爾
言
解
』
「
乾
娘

他
人
ノ
婆
O
又
カ
リ
ノ

ハ
、
ヲ
ヤ
」
、
「
南
山

4
M

M

ニ
ヤ
ン

考
講
記
』

「乾

娘

母

分
」
な
ど
の
例
が
あ
る
。
音
注

「約
式
」
は
後
出
の
O
M
g

「乾
児
約
式
及
文
」
の
前
半
と
同
語
で
あ
ろ
う
。
先
の

C
M
M
H

「刻
薄
箱
約
古
納
」
が

「ど
う
よ
く
な
」
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
の
音
注

「約
式
」
も
校
本
A
・
B
の
よ
う
に

「養
子
」
で
あ
る
可
能
性
も
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あ
る
が
、
そ
こ
で
述
べ
た
よ
う
に
や
や
疑
問
が
残
る
う
え
、
「
ょ
う
し
な
か
（
養
子
仲
）
」
と
い
う
語
も
裏
付
け
が
な
い
。
「
約
式
」
を
素
直
に

読
め
ば
「
や
し
」
で
あ
り
、
次
の
「
那
」
字
を
あ
わ
せ
考
え
る
な
ら
ば
「
ゃ
し
な
い
（
養
い
）
」
の
語
が
浮
ぶ
。
「
日
葡
辞
書
」
「
J

ヘ
2
5
3
m
o

ヤ

ン

ゥ

、

ャ

ン

モ

ウ

養
子
と
し
た
子
」
「
J
1
2
5
3
5）
占
誰
か
を
養
子
に
し
て
い
る
父
や
母
」
、
「
唐
話
纂
要
」
「
養
父
ヤ
シ
ナ
ヒ
チ
、
」
「
養
母
ヤ
シ
ナ
ヒ

ハ
、
」
等
。
「
ゃ
し
な
い
か
か
」
の
よ
う
な
語
が
あ
っ
た
か
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
も
裏
付
け
の
な
い
語
で
は
あ
る

o
s
g
「
乾
児
約
式
及
文
」

も
参
照
。

C
N
8

「
伯
父
」
文
衆
山
（
お
ん
じ
さ
ん
）

A
一
オ
ン
ジ
ユ
サ
ン

B
一
オ
ン
ジ
ユ
サ
ン

音
注
「
文
」
「
衆
」
字
は
他
に
例
が
な
い
。
「
お
ん
じ
ゅ
」
な
る
語
も
裏
付
け
が
な
い
。
『
長
崎
方
言
集
」
「
オ
ン
ジ

1

叔
伯
父
。
年
老
い

た
る
下
男
に
も
い
う
」
、
『
長
崎
県
方
言
辞
典
』
「
お
ん
じ
し
ゃ
ん
①
伯
父
・
叔
父
さ
ん
。
西
彼
杵
i
時
津
」
。
「
お
ん
じ
」
か
「
お
ん
じ
l
」

か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

O
N
ミ
「
夫
」
丁
頂
山
（
・
）

A
…
｛
頂
↓
須
】
テ
ィ
シ
ュ
サ
ン
、
亭
主
さ
ん

B
一
【
同
】
テ
ィ
シ
ュ
サ
ン

「
丁
」
字
の
例
は
他
に
は
O
N
戸
「
老
鴇
雅
林
丁
」
（
や
り
て
）
、
C
S
N

「
久
仰
甲
丁
馬
失
搭
」
（
・
）
の
み
。
「
頂
」
は
他
に
例
が
な
く
、

「
須
」
に
改
め
て
も
や
は
り
例
が
な
い
。
『
長
崎
方
言
集
」
「
テ
l
ス
亭
主
」
「
ゴ
テ
l
ス
御
亭
主
」
、
「
長
崎
県
方
言
辞
典
」
「
て
え
す
夫
。

主
人
。
人
妻
が
自
分
の
夫
を
他
人
に
い
う
語
」
。

C
M
ω

∞
「
新
郎
」
花
那
木
古
同
（
は
な
む
こ
ど
ん
）

A
一
ハ
ナ
ム
コ
ド
ン

B
一
ハ
ナ
ム
コ
ド
ン

ス
イ
ン
ラ
ン

「
唐
話
纂
要
」
「
新
郎
ハ
ナ
ム
コ
」
、
『
長
崎
方
言
集
」
「
ハ
ナ
ム
コ
ド
ン
花
婿
」
o

g
包
「
妻
」
烏
甲
山
（
お
か
っ
さ
ん
）

A
一
オ
カ
サ
ン

B
一
オ
カ
サ
ン

「
長
崎
県
方
言
辞
典
』
「
お
か
っ
さ
ま
奥
さ
ん
口
お
か
み
さ
ん

D

島
原
市
。
南
高
来
ー
有
家
・
加
津
佐
」
「
お
か
つ
つ
あ
ま
①
商
家
の

内
儀
を
尊
敬
し
た
語
。
お
方
様
の
音
変
化
。
奥
様
。
平
戸
市
。
長
崎
市
（
オ
カ
ッ
ツ
ア
ン
併
）
。
他
家
の
細
君
。
奥
さ
ん
。
島
原
半
島
全
域
。
」

「
お
か
し
ゃ
ま
商
家
の
内
儀
（
お
か
み
さ
ん
）
を
使
用
人
た
ち
の
呼
ぶ
語
。
大
村
市
。
長
崎
市
。
」
、
『
長
崎
方
言
集
』
「
オ
カ
シ
ャ
マ
母
。

又
は
小
母
」
「
オ
カ
サ
マ
他
人
の
母
に
い
う
、
オ
ト
サ
マ
に
対
す
」
。
「
お
か
っ
さ
ん
」
か
「
お
か
さ
ん
」
か
は
決
め
が
た
い
が
、
『
長
崎
歳

め

時
記
』
「
オ
カ
ツ
サ
ン
」
、
司
馬
江
漢
「
西
遊
旅
語
」
「
を
か
っ
さ
ん
」
、
『
筑
紫
紀
行
」
「
人
の
妻
を
お
か
っ
さ
ん
」
と
あ
る
の
に
従
っ
て
お

ノ《、。

O
N
ち
「
新
娘
」
花
那
右
米
文
（
は
な
よ
め
ご
）

A
一
ハ
ナ
ヨ
メ
ゴ

見
出
し
語
は
花
嫁
の
意
。
「
唐
話
纂
要
」
「
新
郎
ハ
ナ
ム
コ

翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
」
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解

B
一
ハ
ナ
ヨ
メ
ゴ
〈
駒
上
一
音
注
ナ
シ
〉

ス
イ
ン
ニ
ヤ
ン

新
娘
ハ
ナ
ヨ
メ
」
、
「
長
崎
方
言
集
」
「
ハ
ナ
オ
カ
ッ
ツ
ア
ン
・
ハ
ナ
ヨ
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メ
ゴ
・
ハ
ナ
ヨ
メ
ジ
ヨ
花
嫁
」
、
「
長
崎
県
方
言
辞
典
」
「
は
な
よ
め
ご

包
含
「
妾
」
貼
客
（
て
か
け
つ
）

A
一
テ
カ
（
ケ
）
ワ

B
一
テ
カ
け

音
注
「
貼
」
字
は
他
に
例
が
な
い
が
、
同
じ
帖
韻
透
母
の
「
帖
」
字
が
6
例
あ
り
、

2
8
「
手
帖
」
（
て
）
、

O

円
台
「
接
手
帖
司
六
」

ス
ヤ
ウ
ア
ヱ

（
て
す
る
）
の
よ
う
に
い
ず
れ
も
／
テ
／
に
あ
た
る
。
『
唐
話
纂
要
』
「
小
妾
テ
カ
ケ
」
、
「
長
崎
方
言
集
』
「
テ
カ
ケ
妾
」
、
『
長
崎
県
方
一
言

辞
典
』
「
て
か
け
め
か
け
。
妾
。
長
崎
市
。
俗
語
的
な
共
通
語
」
。

C
N
品
目
「
兄
」
白
布
山
（
ば
ぼ
う
さ
ん
）

A

二・
B
一
パ
ボ
ウ
サ
ン

校
本
B
「
覚
え
書
き
」
に

「
「
兄
」
の
音
注
「
白
布
山
」
（
簡
要
呂
ωも
同
文
）
は
九
州
方
言
で
「
パ
ボ
ウ
サ
ン
」
0

」

と
あ
る
。「
長
崎
歳
時
記
』
「
兄
を
き
し
て
ば
ぼ
う
さ
ん
」
、
「
筑
紫
方
言
」
「
兄
を
長
崎
町
に
て
ハ
ば
ぽ
う
と
云
」
、
「
霊
童
図
雑
記
」
「
兄

を
ば
ぼ
う
梅
木
唐
音
梅
木
の
批
也
梅
は
諸
木
の
兄
と
い
ふ
に
基
く
」
、
「
筑
紫
紀
行
」
「
兄
を
は
ぼ
う
」
、

『長
崎
万
歳
』
「
ば
ぼ
ふ
さ

ん
梅
木
」
。
「
長
崎
方
言
集
覧
』
「
パ
ボ
ウ
伯
父
」
、
『
長
崎
県
方
言
辞
典
」
「
ば
ぽ
お
〔
パ
ボ
・
パ
ボ
オ
〕
①
兄
。
兄
さ
ん
。
ま
た
は
、

男
の
使
用
人
」
c

音
注
「
白
」
字
は
他
に
。
同
∞
斗
「
鏡
唾
雌
白
其
」
（
つ
ぱ
き
）
、

084
「
姻
太
白
文
」
（
た
ば
こ
）
な
ど
の
例
が
あ
り
、
暮
韻

有
母
の
「
布
」
字
は
こ
こ
に
し
か
現
れ
な
い
が
、
暮
韻
並
母
の
「
歩
」
字
に
ミ
司
「
叫
渥
歩
」
（
よ
ぶ
）
、

g
a
「
公
欠
歩
」
（
け
ん
ぼ
う
）

の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

C
N
8

「
媛
」
有
名
果
（
よ
め
ご
）

A
一
ヨ
メ
ゴ

B
一
ヨ
メ
ゴ

見
出
し
語
は
兄
嫁
ま
た
は
既
婚
女
性
に
対
す
る
尊
称
。
こ
こ
は
「
よ
め
ご
」
で
よ
い
か
と
思
う
が
、
音
注
「
名
」
「
果
」
は
他
に
例
が
な
い
。

後
者
に
つ
い
て
は
声
調
違
い
の
「
過
」
字
に

g
g
「
後
日
描
過
日
子
」
（
み
ょ
う
ご
に
ち
）
、

g
g
「
過
船
平
過
子
」
（
【
子
↓
子
】
び
ん

こ
い
て
ミ
芯
「
去

一
過
」
（
い
く
）
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
「
長
崎
方
言
集
』
「
ヨ
メ
ゴ
嫁
御
」
、
「
長
崎
県
方
言
辞
典
」
「
よ
め
ご
妻
。

嫁
さ
ん

G

「
ヨ
メ
ゴ
持
つ
」
（
妻
を
迎
え
る
）
「
お
る
が
ヨ
メ
ゴ
」
（
私
の
妻
）
五
島
小
値
賀
・
上
五
島
・
若
松
・
岐
宿
。
福
江
市
上
大
津
。

北
高
来
｜
高
来
町
小
江
。
南
高
来
｜
有
家
c

島
原
半
島
大
部
分
」
。

己
主
「
弟
」
烏
多
多
（
お
と
！
と
）

A
一
オ
ト
ト

B
一
オ
ト
ト

校
本
A
・
B
は
オ
ト
ト
と
す
る
。
音
注
か
ら
は
「
お
と
と
」
か
「
お
と
！
と
」
か
は
決
し
難
い
。
『
長
崎
県
方
言
辞
典
』
に
「
お
と
と
弟
。

島
原
半
島
大
部
分
」
と
い

っ
た
記
述
も
あ
る
が
、
本
書
に
C
M
お
「
父
院
院
山
」
（
と
と
さ
ん
）
の
例
が
あ
り
、

「長
崎
方
言
集
』
「
オ
ト
l

ト
弟
」
「
オ
ト
ト
（
児
）
父
様
。
自
分
の
父
に
い
う
。
今
多
く
オ
ト
ッ
ツ
ア
ン
に
改
る
。」、

「長
崎
方
言
集
覧
」
「
オ
ト
ト
父
。
下
流
の

花
嫁
。
長
崎
市
（
ハ
ナ
ヨ
メ
ジ
ヨ
併
）
。
島
原
半
島
大
部
分
。」
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も
の
‘
用
ふ
る
言
葉
。」
、
『
長
崎
県
方
言
辞
典
』
「
お
と
と
お
父
さ
ん
。
自
分
の
父
に
対
す
る
呼
称
。
壱
岐
。
五
島
｜
小
値
賀
。
北
松
浦
｜

生
月
・
小
佐
々
。
佐
世
保
市
（
オ
ト
ッ
チ
ャ
ン
併
）
。
佐
世
保
市
早
岐
。
長
崎
市
。」
の
よ
う
な
記
述
を
勘
案
す
る
と
、
父
の
意
の
「
お
と
と
」

が
当
時
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
こ
こ
は
「
お
と
！
と
」
と
解
し
て
お
く
。

。
区
間
「
飾
」
媛
寧
山
（
あ
ね
さ
ん
）

A
一
オ
ネ
サ
ン
、
嬢
は
姉
の
誤
り
か

B
一
オ
ネ
サ
ン
〈
駒
上
一
一
勝
〉
嬢
〉

見
出
し
字
は
「
姉
」
字
の
正
字
。
音
注
「
媛
」
「
寧
」
字
は
と
も
に
他
に
例
が
な
い
。
校
本
A
－

B
と
も
に
こ
こ
を
オ
ネ
サ
ン
と
す
る
が
、

「
倭
」
字
は
蟹
韻
字
で
あ
り
、
本
書
に
は
他
に

coa
「
初
七
妨
附
印
」
（
な
ぬ
か
）
の
「
妨
」
（
蟹
韻
泥
母
）
、

2
5
「
繍
痢
頭
蟹
其
」
（
は

げ
）
の
「
蟹
」
（
蟹
韻
匝
母
）
、

g
g
「
細
科
買
」
（
こ
ま
い
）
の
「
買
」
（
蟹
韻
明
母
）
の
よ
う
な
例
が
あ

っ
て
、
い
ず
れ
も
ア
段
音
を
写

し
て
い
る
。
こ
こ
は
「
あ
ね
さ
ん
」
で
よ
か
ろ
う
。
『
長
崎
方
圭一口
集
覧
』
「
ア
ネ
シ
ヤ
マ
姉
様
。
（
一
）
姉
。
（
一
ニ

長
上
の
女
（
二
一
）
芸
者

屋
な
ど
の
女
将
。」
、
「
長
崎
方
言
集
』
「
ア
ネ
シ
ヤ
マ
姉
様
。
一
般
「
姉
」
の
意
に
も
い
う
」
、
「
長
崎
県
方
言
辞
典
」
「
あ
ね
し
や
ま
お
姉

さ
ん
。
長
崎
市
（
も
と
旧
い
商
家
で
使
用
）
」
「
あ
ね
し
ゃ
ん
姉
さ
ん
。
壱
岐
l
勝
本
。
北
松
浦
｜
吉
井
。
西
彼
杵
｜
野
母
崎
。
南
高
来
｜

深
江
」
。

O
N
怠
「
妹
」
梅
（
・
）

A
一
メ
エ

B
一
メ
エ

音
注
「
梅
」
字
は
他
に
00巴
「
中
秋
梅
及
子
」
（
め
い
げ
つ
）
、

84ω
「
梅
伍
梅
」
（
、
つ
め
て
宏
三
「
甜
亜
梅
」
（
あ
め
え
）
等
。
「妹」

字
の
唐
音
語
で
も
あ
っ
た
か
。
存
疑
。

C
N
当
「
姉
妹
夫
」
挨
宜
木
文
（
あ
ね
む
こ
？
）

A
一
ア
ネ
ム
コ

B
一
ア
ネ
ム
コ
〈
駒
上
一
夫
〉
人
、
文
〉
古
〉

見
出
し
語
の
「
姉
妹
夫
」
な
る
語
は
未
確
認
。
音
注
を
素
直
に
読
ん
で
「
あ
ね
む
こ
」
だ
と
す
れ
ば
、
見
出
し
語
は
「
姉
夫
」
で
あ
り
た

ア
ウ
フ

ウ

ム

イ
フ
ウ

y
ユ
イ
フ
ウ

い
と
こ
ろ
。
『
南
山
考
講
記
」
「
姉
夫
ア
ネ
ム
コ
」
「
妹
夫
イ
モ
ト
ム
コ
」
、
『
唐
話
纂
要
」
「
姉
夫
ア
子
ム
コ
妹
夫
イ
モ
ト
ム
コ

レ
μ
キ
ン

ム
イ
フ

ウ

レ

〆
キ
ン

連
襟
ア
ヒ
ム
コ
」
、
「
崎
港
聞
見
録
」
「
娘
夫
ア
子
ム
コ
妹
夫
ヲ
ト
ム
コ
／
イ
モ
ト
ム
コ
連
襟
ア
イ
ム
コ
」
等
。
も
と
も
と

「
姉
夫
」
と
「
妹
夫
」
が
と
も
に
立
項
さ
れ
て
い
た
の
が
落
ち
た
か
。
と
こ
ろ
で
、
『
唐
話
纂
要
』
「
崎
港
開
見
録
」
の
「
連
襟
」
は
、
姉
妹
の

夫
ど
う
し
の
関
係
を
い
う
語
。
「
姉
妹
夫
」
が
こ
れ
と
同
類
の
語
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
あ
る
「
あ
い
む
w
こ
が
期
待
さ
れ
る
語
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
音
注
「
宜
」
字
の
用
法
に
は
合
わ
な
い
。

g企
「
西
宜
施
」
（
に
し
て

g
g
「
貨
宜
木
子
」
（
に
も
っ
て

8
8
「戒

指
由
皮
措
宜
」
（
ゆ
び
が
ね
て

8
8
「
千
里
鏡
吐
美
客
宜
」

（と
お
め
が
ね
）
等
。

CM8
「
児
」
木
士
寄
（
む
す
こ
）

A
一
ム
ス
コ

B
一
ム
ス
コ

音
注
「
耳
」
字
は
他
に
例
が
な
い
。
歌
韻
見
母
で
同
音
の
「
歌
」
字
が

080
「
倣
詩

翁
広
平

『吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解
（

世
之
歌
六
」
（
し
つ
く
る
）
に
見
え
る
が
こ
れ
も
孤
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翁
広
平

『吾
妻
鏡
補
」
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解

例
。
声
調
と
声
母
が
少
し
違
う
が
「
可
」
字
（
担
町
韻
渓
母
）
は
／
ク
／
ま
た
は
／
コ
／
の
常
用
字
で
あ
る
。
「
む
す
こ
」
で
よ
か
ろ
う
。
「
南

ル、

y
ウ

山
考
講
記
』
「
児
子
ム
ス
コ
」
。

C
M
S

「
女
」
木
士
米
（
む
す
め
）

A
一
ム
ス
メ

B
一
ム
ス
メ

s
g
「
乾
児
」
約
式
及
文
（
【
及
↓
乃
｝
ゃ
し
な
い
ご
）

A
一
ヨ
ウ
シ
、
ギ
コ
？
、
養
子
、
義
子

B
一
ヨ
ウ
シ
ギ
コ

見
出
し
語
は
養
子
の
意
。
「
南
山
考
講
記
』
「
乾
児
子
子
分
」
。
先
の

s
a
「
乾
娘
約
式
那
客
」
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
音
注
「
約
式
」

を
「
ょ
う
し
」
と
す
る
の
は
や
や
疑
問
が
残
る

os
aの
音
注
「
那
」
字
に
あ
わ
せ
て
「
及
」
を
「
乃
」
に
改
め
れ
ば
、
こ
こ
は
「
ゃ
し
な

い
ご
」
と
解
せ
そ
う
で
あ
る
。
音
訳
漢
字
「
乃
」
に
は

2
包
「
鼻
恰
乃
」
（
は
な
）
、

8
ミ
「
海
鰻
烏
乃
其
」
（
う
な
ぎ
）
、

5
怠
「
艦
艇

乞
殺
乃
」
（
き
さ
な
い
）
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
ま
た
、

8
8
「
問
壁
吐
及
衣
」
は
【
及
↓
乃
】
で
「
と
な
い
（
隣
）
」
の
可
能
性
が
高
く
、

誤
写
の
類
例
と
な
る
。

C
M
巴
「
靖
」
木
文
同
（
む
こ
ど
ん
）

A
一
ム
コ
ド
ン

B
一
ム
コ
ド
ン

「
靖
」
は
「
婿
」
字
の
異
体
字
。
『
長
崎
方
言
集
』
「
ム
コ
ド
ン
婿
」
、
「
長
崎
県
方
言
辞
典
』
「
む
こ
ど
ん
相
手
の
夫
、
ま
た
は
、
第
三

者
の
夫
を
言
う
際
の
呼
び
方
。
長
崎
市
。
島
原
半
島
大
部
分
。
南
高
来
l
小
浜
・
深
江
」
。

。
∞
巴
「
孫
」
有
迷
受
（
・
）

A
一
ヨ
メ
ジ
ヨ

B
一
ヨ
メ
ジ
ヨ

音
注
を
素
直
に
読
め
ば
「
よ
め
じ
よ
」
と
な
り
そ
う
だ
が
、
見
出
し
一
草
間
に
あ
わ
な
い
。
前
項
と
の
関
連
か
ら
す
れ
ば
、
見
出
し
語
の
方
が

誤
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
長
崎
方
言
集
』

「
ヨ
メ
ジ

ヨ

嫁

」
、
「
長
崎
県
方
言
辞
典
」
「
よ
め
じ
よ
嫁
。
お
嫁
さ
ん
。
五
島
l
奈
留
。

長
崎
市
。
一
般
的
」O

B
包
「
外
孫
」
麻
姑
受
（
ま
ご
じ
よ
）

A
一
マ
ゴ
ジ
ヨ

B
一
マ
ゴ
ジ
ヨ

音
注
「
姑
」
は
他
に
例
が
な
い
が
、
声
調
の
み
異
に
す
る
「
古
」
字
（
姥
韻
見
母
）
に
は

ONS
「
男
倭
多
古
」
（
お
と
こ
）
、

S
E
「女

倭
難
古
」
（
お
な
ご
）
、

8
8
「
日
食
業
叔
古
」
（
に
つ
し
よ
く
て
ミ
包
「
講
債
業
古
密
」
（
ね
ぐ
み
）
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
音
注
「
受
」

に
は

2
8
「
小
戻
迷
迷
受
」
（
め
め
じ
よ
）
、
足
早
「
丈
人
丈
母
首
陀
受
」
（
し
ゅ
う
と
じ
よ
）
、
C
M
芯
「
妓
子
太
有
／
受
六
施
」
（
た
ゅ

う
／
じ
よ
ろ
し
て

g
a
「
好
綾
子
式
馬
抜
投
峨
受
」
（
し
ま
ば
ら
ご
じ
よ
）
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
こ
こ
は
「
ま
ご
じ
よ
」
で
よ
か
ろ
う

O

B
E
「
丈
人
丈
母
」
首
陀
受
（
し
ゅ
う
と
じ
よ
）

A
一
シ
ユ
ウ
ト
ジ
ヨ

B
一
シ
ユ
ウ
ト
ジ
ヨ
〈
駒
上
一
音
注
ナ
シ
〉

見
出
し
語
は
、
妻
の
父
お
よ
び
妻
の
母
の
意
。
「
長
崎
方
言
集
」
「
シ
ュ

l
ト
ジ
ヨ
姑
」
、
「
長
崎
県
方
言
辞
典
』
「
し
ゅ
う
と
じ
ょ
し
ゅ

う
と
め
さ
ん
。
姑
さ
ん
。
長
崎
市
。
南
高
来
｜
瑞
穂
町
（
伊
古
・
古
部
）
・
国
見
町
神
代
」
。
「
丈
人
」
（
妻
の
父
）
の
方
の
音
注
を
欠
い
て
い
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る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
『
長
崎
県
方
言
辞
典
」
「
し
ゆ
っ
じ
よ
①
し
ゅ
う
と
め
。
姑
。
島
原
市
安
中
。
南
高
来
l
吾
妻
町
守
山
・
千
々
石
。

②
し
ゅ
う
と
。
男
。
南
高
来
l
南
有
馬
。
シ
ユ
ツ
ジ
ョ
ン
男
殿
の
意
。
南
高
来
｜
有
家
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
音
注
で
示
さ
れ
た
語
に
は
丈

人
の
方
の
意
味
も
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
『
長
崎
県
方
言
辞
典
』
「
じ
よ
女
性
の
名
ま
た
名
詞
に
つ
け
る
接
尾
辞
。
親
愛
・
敬
愛
の
意
を

一不す
。」
「
じ
よ
お
人
を
呼
ぶ
時
の
接
尾
辞
。
さ
ん

G

敬
意
を
表
す
。
「
姉
ジ
ヨ
オ
（
お
姉
さ
ま
）
」
「
お
じ
き
ジ
ヨ
オ
（
お
じ
さ
ん
）
」
」
参
照
。

「
長
崎
方
言
集
」
に
は
「
ム
ス
メ
ジ
ヨ
息
女
」
「
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
サ
マ
ゴ
ゴ
ジ
ヨ
ゴ
ゴ
シ
ャ
マ
娘
御
。
他
の
娘
に
対
す
る
敬
称
」
「
ヨ

メ
ジ
ヨ
嫁
」
「
ハ
ナ
ヨ
メ
ジ
ヨ
花
嫁
」
「
シ
ュ
l
ト
ジ
ヨ
姑
」
と
い

っ
た
女
性
に
関
す
る
用
例
と
と
も
に
「
ム
ス
コ
ジ
ヨ
息
子
」

「
ム
コ
ジ
ヨ
婿
」
な
ど
も
見
え
て
い
る
。

ONg
「
男
」
娘
男
山
（
・
）

A

二・
B
…
・
シ
ウ
ト
サ
ン

音
注
「
娘
」
「
男
」
は
と
も
に
他
に
例
が
な
い
。
校
本
B
は
音
訳
漢
字
「
男
」
を
訓
読
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
不
審
な
音
注

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
男
」

字
に
は
母
方
の
兄
弟
の
意
が
あ
り
、
「
娘
勇
」
の
字
面
も
「
漢
語
方
言
調
匿
」
に
よ
れ
ば
蘇
州
と
福
州
で
同
義

の
語
と
な
る
。
前
項
の
見
出
し
が
「
丈
人
丈
母
」
の
よ
う
に
対
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
こ
こ
も
本
来
は
「
男
・
娘
男
」
の
よ

う
な
見
出
し
に
「
j
山
」
の
音
注
が
あ
っ
た
の
が
、
音
注
が
脱
落
し
て
見
出
し
の
後
半
部
が
音
注
に
紛
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

OMg
「
客
人
」
却
笑
人
（
【
笑
↓
突
】
き
ゃ
く
じ
ん
？
）

A
一
【
笑
↓
苦
】
キ
ヤ
ク
ジ
ン

B
一
【
同
】
キ
ヤ
ク
ジ
ン

「
却
」
字
は
他
に
は

080
「
不
公
道
烏
却
文
」
（
・
）
が
あ
る
の
み
、
「
笑
」
字
は
他
に
例
が
な
い
。
「
苦
」
よ
り
は
「
突
」
字
の
方
が
字

形
が
近
そ
う
で
あ
る
。
自
民
「
黒
突
六
格
」
（
く
ろ
か
）
、
C
包
同
「
栗
色
突
力
」
（
く
り
）
等
。

ON勾
「
媒
人
」
飲
検
台
式
（
．
）

A
一
・

B
一
．

見
出
し
語
は
媒
酌
人
・
仲
人
、
ま
た
、
口
入
屋
。
音
注
「
飲
」
「
検
」
字
は
と
も
に
他
に
例
が
な
く
、
「
台
」

字
に
は

g
g
「
茶
托
査
台
」

（
ち
ゃ
だ
い
て

8
2
「
燭
釜
速
士
口
台
」
（
｛
土
口
↓
古
】
そ
く
だ
い
）
の
例
が
あ
る
。

。
凶
器
「
彩
計
」
那
加
馬
（
な
か
ま
）

A
一
ナ
カ
マ

B
一
ナ
カ
マ

見
出
し
語
は
商
家
な
ど
の
手
代
か
ら
転
じ
て
仲
間
・
友
人
に
対
す
る
愛
称
。
『
訳
官
雑
字
簿
」
「
移
計
ナ
カ
マ
」
o

s
g
「
帯
開
」
太
衣
古
馬
積
（
た
い
こ
も
ち
）

A
一
タ
イ
コ
モ
チ

B
一
タ
イ
コ
モ
チ
〈
駒
一
太
〉
大
〉

見
出
し
語
「
帯
」
字
は
「
暫
」
の
俗
字
で
轄
に
同
じ
。
務
問
。
た
い
こ
も
ち
。
音
注
「
積
」
字
は
他
に
例
が
な
い
が
、
唐
音
資
料
に
チ
イ
・

チ
ツ
の
よ
う
な
仮
名
書
き
例
が
あ
る
。

CMg
「
小
厩
」
沙
婆
羅
（
さ
ぶ
ろ
う
）

A
一
．

B
一
サ
ブ
ロ

翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解
（
三
）

〈
駒
上
一

一断
〉
厩
〉

51 



校
本
B
「
覚
え
書
き
」
に

「本
書
は
音
注

「
沙
婆
羅
」
を

「
サ
プ
ロ
ウ
」
と
試
読
。」

と
あ
る
。
見
出
し
語
は
雑
役
に
使
わ
れ
た
未
成
年
の
男
子
。
召
し
使
い
。
小
僧
。
「南
山
考
講
記
」
「
小
厩
デ
ツ
チ
」
、
「
俗
語
解
』
『
懸
氏
六

シ
ヤ
ウ
ス
ウ

帖
」
『
支
那
小
説
字
解
』
等
に
「
小
一斯
コ
モ
ノ
」
、
『
唐
音
和
解
」
「
小
一
断
金
剛
」
、
「
筑
紫
紀
行
」
「
召
使
を
ば
さ
ぶ
ろ
う
と
い
ふ
」
、
「
長
崎

紀
開
」
「
三
郎
ト
ハ
ボ
ク
ナ
リ
」
、
「
長
崎
方
言
集
覧
」
「
サ
ブ
ロ
l
侍
る
。
さ
ぶ
ら
ふ
、

と
一
玄
ふ
意
味
を
有
す
る
も
の
か
。
唐
船
の
召
使
。

筑
紫
紀
行
に
唐
船
の
召
使
を
サ
ブ
ロ
ウ
と
云
ふ
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
侍
る
」
「
さ
ぶ
ら
ふ
」
「
さ
む
ら
ふ
」
と
云
ふ
意
味
を
有
し
、
唐
立目
の

言
葉
で
な
く
、
邦
語
で
あ
る
と
考
へ
た
い
」
な
ど
と
あ
る。

ONg
「
小
工
廠
」
も
参
照
。

ON2
「
使
女
」
突
式
木
濁
（
こ
し
も
と
）

A
一
コ
シ
モ
ト

B
一
コ
シ
モ
ト

「
爾
一
言
解
」

「
使
女
出
身
コ
シ
モ
ト
ノ
ナ
リ
タ
チ
」

C
N
S
「
戯
小
自
己
華
蓋
施
（
わ
か
い
し
）

A
一
ワ
カ
イ
シ

B
一
ワ
カ
イ
シ

ン
ヤ
ウ
タ
シ

「
戯
日
こ
「
小
日
こ
で
役
者
の
女
形
、
お
や
ま
の
意
。
「
崎
港
開
見
録
』

「小

旦
風
流
ノ
健
妾
縛
等
ニ

1

1
若
女
ガ
タ
ナ
リ
」
、
『
劇
語

審
訳
」
「
小
日
一
振
袖
小
共
ノ
役
ナ
リ
」
。

C
M
g
「
皇
帝
」
欽
立
山
馬
（
き
ん
り
さ
ま
）

A
一
キ
ン
リ
サ
マ
、
禁
裏
様

B
一
キ
ン
リ
サ
マ

「欽」

字
は
他
に
例
が
な
い
。
見
出
し
語
に
あ
わ
せ
た
表
語
的
用
法
で
あ
ろ
う
。
同
じ
侵
韻
渓
母
の
字
は
な
い
が
、
侵
韻
見
母
の

「金」

（O
可申

「大
秤
金
保
」
き
ん
り
ょ
う
、

0
8∞
「
荷
包

金
雀
文
」

き
ん
ち
ゃ
く
、
等
）、
同
じ
く
「
A
こ
25ω
「卵
袋
今
搭
嫡
」
き
ん
た

ワ
ン
テ
イ

ま
）
が
あ
る
。
「
唐
音
和
解
』
「
皇
帝
禁
中
」
。

キ
ン
チ
ウ

S
2
「
倣
官
的
」
代

一
妙
（
だ
い
み
ょ
う
）

A
一
ダ
イ
ミ
ヤ
ウ
、
大
名

B
一
ダ
イ
ミ
ャ
ウ

見
出
し
語
は
役
人
の
意
。
音
注

「
妙
」
字
は
他
に

ocg
「
明
年
妙
年
」
（
み
ょ
う
ね
ん
）、
ミ
宮
「
替
代

が
あ
る
。
「爾
言
解
」
「
倣
公
的
公
ギ
ノ
ヤ
ク
人
同
心
ノ
ル
イ
」
。

措
谷
蒙
司
（
が
く
も
ん
す
｜

六

非

多

る

ひ

と

）

翁
広
平

『吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解

（

ONB
「
議
書
人
」

A
一
ガ
ク
モ
ン
ス
ル
ヒ
ト

様
客
、
上
一
谷
〉
客
〉

ONg
「
密
生
」

一
諮
問
（
い
し
ゃ
ど
ん
）

A
一
イ
シ
ヤ
ド
ン

B
一
イ
シ
ャ
ド
ン

『
南
山
考
講
記
』
「
笹
生
イ
シ
ヤ
」、
「
長
崎
方
言
集
』
「
イ
シ
ャ
ド
ン
医
者
」
。

B
一ガ
ク
モ
ン
ス
ル
ヒ
ト
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妙
代
」
（
み
よ
う
だ
い
）
な
ど

〈駒
上
一
人
ナ
シ
、
駒
一
措
谷
〉



呂
町
斗
「
和
尚
」
蓬
山
（
ぽ
ん
さ
ん
）

A
一
ボ
ン
サ
ン

B
一
ボ
ン
サ
ン

ホ
ヲ
ジ
ヤ
ン

「
蓬
」
字
は
他
に
は

5
5
「
半
立
蓬
」
（
｛
立
↓
化
？
｝
は
ん
ぶ
ん
？
）
が
あ
る
の
み
。『
南
山
考
講
記
」
「
和
尚

言
集
」

「
ボ
ン
サ
ン
坊
さ
ん
、

僧
侶
」。

O
N
B

「
道
士
」
措
納
司
（
か
ん
ぬ
し
）

A
一
カ
ノ
シ
、
神
主

B
一
カ
ノ
シ

見
出
し
語
は
道
教
の
僧
・
方
士
の
意
だ
が
、
あ
え
て
日
本
語
に
置
き
か
え
る
な
ら
ば
「
か
ん
ぬ
し
」
か
「
や
ま
ぶ
し
」
に
な
る
の
で
あ
ろ

タ

ウ

ス

ダ

ウ

ス

ウ

ぅ
。
『
唐
話
纂
要
」
「
道
土
也
有
許
多
山
ブ
シ
モ
亦
ア
マ
タ
ア
リ
」
、
『
唐
音
世
語
』
「
道
土
カ
ン
ヌ
シ
」
、
「
南
山
考
講
記
』
「
道
師
ヤ
マ

ブ
シ
」
、
「
両
国
訳
通
」
「
道
士
カ
ン
ヌ
シ
ノ

1
山
伏
ノ

1
」。
「
納
」
字
は

8
8
「
花
花
納
」
（
は
な
）
、

8
2
「
索
之
納
」
（
つ
な
）
の

よ
う
に
用
例
の
ほ
と
ん
ど
が
／
ナ
／
に
あ
た
る
が
、

gU4
「
戊
麿
納
」
（
い
ぬ
）
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
い
ち
お
う
「
か
ん
ぬ
し
」
と
解
し

て
お
く
が
、
あ
る
い
は
「
か
ん
の
し
」
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
「
長
崎
方
言
集
」
「
カ
ン
ノ
シ
神
主
、
神
職
」
、
「
長
崎
県
方
一
言
辞
典
』
「
か

ん
の
し
か
ん
ぬ
し
。
神
主
。
長
崎
市
」
。

CNS
「
尼
姑
」
比
丘
尼
（
び
く
に
）

A
一
ピ
ク
ニ

B
一
ピ
ク
ニ

ニ

イ

ク

ウ

ピ

イ
キ
ウ
ニ
イ

見
出
し
語
は
尼
僧
の
意
。
校
本
A
の
ピ
は
誤
植
か
。
「
南
山
考
講
記
』
「
尼
姑
ア
マ
比
正
尼
ピ
ク
ニ
」
。
こ
の
音
注
は
表
語
的
に
な
っ

て
い
て
、
「
比
」
字
は
他
に
例
が
な
い
。

O
N
4
0

「
烏
亀
」
孔
革
華
洞
（
く
つ
わ
ど
ん
）

A
一
ク
ツ
ワ
ド
ン
、
廓
ど
ん
？

B
一
ク
ツ
ワ
ド
ン

ゥ

、

ク

イ

ワ

シ

パ

見
出
し
語
は
妓
家
の
主
人
、
ま
た
は
、
妻
を
寝
取
ら
れ
た
夫
を
あ
ざ
け
っ
て
い
う
語
。
『
南
山
考
講
記
』
「
烏
鬼
ク
ツ
ワ
忘
八
ク
ツ

ワ

ン

パ

ア

ゥ

、

ク

イ

モ

タ

イ

ヤ

ア

ワ
」
、
「
崎
港
開
見
録
」
「
忘
八
遊
女
ノ
家
主
ク
ツ
ワ
烏
亀
目
向
上
亀
鶴
向
上
」

O

B
コ
「
老
鴇
」
雅
林
丁
（
や
り
て
）

A
一
ヤ
リ
テ
、
遣
手
婆

B
一
ヤ
リ
テ

マ
ウ
ル
ウ

見
出
し
語
は
年
老
い
た
妓
女
・
売
春
婦
の
意
。
こ
こ
は
遊
女
の
斡
旋
・
監
視
等
を
役
目
と
す
る
年
配
女
を
い
う
。
「
崎
港
開
見
録
』
「
鴇
児

ヲ

ウ

サ

ン

パ

ン

ラ

ウ

マ

ウ

ヤ
リ
テ
也
老
杉
板
ト
モ
老
鴇
向
上
」
、
「
支
那
小
説
字
解
』
「
鴇
子
ヤ
リ
テ
」
。

太
有
（
た
ゅ
う
）

A
一
タ
ユ
ウ
、
太
夫

B
一
タ
ユ
ウ

O
M
芯
「
妓
子
」

受
六
施
（
じ
よ
ろ
し
）

A
一
ジ
ヨ
ロ
シ
、
女
郎
衆

B
一
ジ
ヨ
ロ
シ

〈
駒
上
一
太
〉
大
〉

見
出
し
語
は
娼
婦
・
侶
妓
の
意
。
「
唐
商
売
往
来
」
「
遊
女
妓
子
」
、
「
南
山
考
講
記
」
「
綾
子
ケ
イ
セ
イ
」
、
「
長
崎
方
言
集
」
「
ジ
ヨ
ロ

シ
女
郎
衆
、
娼
妓
」
「
タ
ヨ
シ
太
夫
衆
、
娼
妓
」
。

ボ
ウ
ズ
」
、
『
長
崎
方
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翁
広
平
「
吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解
（
三
）



翁
広
平

『五
口
妻
鏡
補
」
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解

式
馬
抜
投
（
し
ま
ば
ら

O
N
誌
「
好
綾
子
」

峨

受

ご

じ

よ

）

A
一
シ
マ
パ
ラ
ゴ
ジ
ヨ
、
島
原
御
女

B
一
シ
マ
パ
ラ
ゴ
ジ
ヨ
〈
駒
上
一
子
ナ
シ
V

前
項
と
の
対
比
で
、
「
好
」
が
つ
く
と
長
崎
の
丸
山
よ
り
も
京
の
島
原
の
遊
女
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
峨
」
は
他
に

2
ミ

「
身
鐙
峨
太
」
（
ご
た
い
て

8
8
「
大
花
蛤
法
麦
峨
里
」
（
は
ま
ぐ
り
）
な
ど
、
「
受
」
は
他
に
2
8
「
小
戻
迷
迷
受
」
（
め
め
じ
よ
）
、

C
M
包
「
外
孫
麻
姑
受
」
（
ま
ご
じ
よ
）
な
ど
が
あ
る
。
『
長
崎
県
方
一
言
辞
典
』
「
ご
じ
よ
む
き
ゃ
婚
礼
。
御
女
（
嫁
）
迎
え
の
音
変
化
。
五

島
｜
小
値
賀
」
。

O
N
足
「
妓
子
使
」
措
婆
羅
（
か
ぶ
ろ
）

A
一
カ
ブ
ロ
、
禿

B
一
カ
ブ
ロ

キ

ヤ

・

ウ

ヒ

イ

y

ヤ

ウ

サ

ン

パ

ン

見
出
し
語
は
遊
女
に
随
っ
て
身
の
回
り
の
世
話
を
す
る
少
女
の
こ
と
。
「
崎
港
開
見
録
』
「
絞
嫁
カ
フ
ロ
ナ
リ
少
杉
板
同
上
」
o

sa
「
乞
写
」
下
毛
婆
式
同
（
や
ま
ぶ
し
ど
ん
）

A
一
ヤ
マ
ブ
シ
ド
ン
、
山
伏
ど
ん

B
一
ヤ
マ
ブ
シ
ド
ン

見
出
し
語
は
乞
食
。
「
婆
」
字
は

g
g
「
小
厩
沙
婆
羅
」
（
さ
ぶ
ろ
う
）
、
C
M
云
「
妓
子
使
措
婆
羅
」
（
か
ぶ
ろ
）
の
よ
う
に
／
プ
／
に
あ

た
る
が
、

2
8
「
戻
婆
婆
」
（
ぼ
ぽ
）
の
例
も
あ
り
、
「
や
ま
ぼ
し
ど
ん
」
の
可
能
性
も
あ
る
。
『
長
崎
方
言
集
』
「
ヤ
マ
ボ
シ
山
伏
」
、

『
長
崎
県
方
言
辞
典
」
「
や
ま
ぼ
し
山
伏
。
長
崎
市
。
ヤ
マ
プ
シ
又
は
山
法
師
の
音
変
化
」
。

C
M
a

「
賊
」
魚
四
多
（
ぬ
す
と
？
）

A
一
ヌ
ス
ト
、
盗
人

B
一
ヌ
ス
ト

音
注
「
魚
」
字
は
他
に
例
が
な
く
、
同
音
字
も
な
い
。
魚
韻
見
母
「
居
」
の

2
a
「
気
一
居
」
（
い
き
）
、
魚
韻
晩
母
「
虚
」
の

2
8
「包

械
虚
位
失
凡
」
（
ひ
ら
し
き
？
）
、
語
韻
昌
母
「
慮
」
の

CNS
「
性
命
一
掌
慮
」
（
い
の
ち
）
等
か
ら
す
れ
ば
魚
韻
疑
母
の
「
魚
」
で
／
ヌ

／
は
い
さ
さ
か
苦
し
い
が
、
音
注
「
四
多
」
は
問
題
な
く
「
ス
ト
」
と
読
め
る
の
で
、
こ
こ
は
と
り
あ
え
ず
「
ぬ
す
と
」
と
解
し
て
お
く
。

『
長
崎
方
言
集
覧
」
「
ヌ
ス
ト
盗
人
。
ぬ
す
び
と
。
」
、
「
長
崎
方
一
一百
集
」
「
ヌ
ス
ト
オ
1
ド
モ
ン
盗
人
横
道
者
」
「
ヌ
ス
ト
モ
ン
盗
品
」
、

『
長
崎
県
方
言
辞
典
」
「
ぬ
す
と
ぬ
す
び
と
。
盗
人
。
五
島
。
」
「
ぬ
す
と
お
お
ど
も
ん
横
道
者
よ
り
更
に
悪
い
意
を
こ
め
て
人
を
の
の
し

る
語
。
長
崎
市
」

O

B
ゴ
「
王
家
」
首
麻
山
（
．
）

A

二・
B
一
．
サ
ン

清
人
在
鵬
の
『
袖
海
編
」
に
「
有
使
院
秩
視
二
千
石
白
日
本
都
会
奉
使
而
来
：
・
操
権
極
重
放
通
称
日
王
家
」
と
あ
り
、
見
出
し
語
は
来
航

ワ
ン
ジ
ヤ
ン

唐
人
の
聞
で
は
長
崎
奉
行
を
意
味
し
た
。
『
長
崎
古
今
集
覧
』
「
御
奉
行
王
家
」
、
「
崎
港
開
見
録
」
「
王
上
奉
行
所
王
家
奉
行
所
」
、

ワ
ン
キ
ヤ
ア

ワ
ン
キ
ヤ
ア

「
南
山
考
講
記
』
「
王
家
シ
ヨ
コ
ウ
ノ

1
」
、
「
南
山
俗
語
考
』
「
王
家
諸
侯
」
等
々
。
ま
た
、
「
訳
通
類
略
」
に
「
王
家
ト
ノ
」
と
あ
り
、

「
唐
通
事
会
所
日
録
」
に
も
奉
行
を
「
殿
様
」
と
記
し
た
例
が
散
見
さ
れ
る
。
「
ぶ
ぎ
ょ
う
さ
ま
」
「
と
の
さ
ま
」
の
よ
う
な
語
形
が
期
待
さ
れ
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る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
読
め
な
い
。

了
見
式
（
【
了
↓
可
】
ご
け
ん
し
）

A
一
－

sa
「
大
頭
目
」

害
時
公
山

（・
）

A
二
・

B
一
．
サ
ン

萩
原
義
雄
氏
「
吾
妻
鏡
補
所
載
海
外
奇
談
国
語
解
の
語
棄
に
つ
い
て
」
（
『
渡
辺
三
男
博
士
古
稀
記
念
日
中
語
文
交
渉
史
論
叢
』
、
昭
和
五

十
四
年
四
月
）
は
、
音
注
の
「
了
」
字
を
「
子
」
に
改
め
、

「
『
訳
通
類
略
』
に
「
頭
目
コ
ケ
ン
シ
」
と
あ
っ
て
、
右
の
音
注
漢
字

「
子
見
式
」
と
一
致
す
る
。
こ
れ
は
令
制
に
い
う
国
関
使
（
コ

ゲ
ン
シ
）
の
こ
と
か
と
思
う
が
、
左
の
音
注
漢
字
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
」

と
す
る
。
「了」

字
を
改
訂
し
た
う
え
で
「

一
致
す
る
」
と
い
う
の
は
不
審
で
あ
り
、
ま
た
、
「
子
」
字
が
訓
読
に
な
っ
て
い
る
の
も
従
え
な

ダ

ア

ヂ

ウ

ぞ

ス

ヤ

ウ
ヂ

ウ

モ

ぃ
。
見
出
し
語
は
、
「
南
山
考
講
記
」
に
「
大
頭
目
ヲ
モ
ヤ
ク
ニ
ン
小
頭
目
コ
ヤ
ク
ニ
ン
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
上
級
役

人
の
意
（
次
項
も
参
照
）
。
「
訳
通
類
略
』
の
「
コ
ケ
ン
シ
」
は
、
「
唐
通
事
会
所
目
録
』
そ
の
他
の
貿
易
関
係
文
献
に
散
見
さ
れ
る
「
御
検
使
」
、

す
な
わ
ち
商
取
引
を
監
視
す
る
奉
行
所
の
役
人
の
こ
と
で
あ
る
。
『
長
崎
古
今
集
覧
』
に
「
御
検
使
大
頭
目
」
、
『
崎
港
開
見
録
』
に
「
大
頭

目
上
ケ
ン
シ
小
頭
目
下
ケ
ン
シ
」
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
音
注
「
見
式
」
は
こ
の
「
け
ん
し
（
検
使
）
」
に
相
違
あ
る
ま
い
。
問
題
は

「了」

字
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
「
ご
け
ん
し
（
御
検
使
）」
と
は
読
め
ず
、
「
じ
よ
う
け
ん
し
（
上
検
使
）
」
も
苦
し
い
。
「
了
」
（
篠
韻
来
母
）

は
他
に
2
例
み
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
確
例
で
は
な
く
、
類
音
の
音
訳
漢
字
も
な
い

0
8
8
「
掃
帯
了
其
」
（
【
了
↓
ワ
｝
ほ
う
き
）
、

8
8

「
礼
緊
乞
了
科
」

（
【了
↓
子
っ
一
き
つ
く
）
。
こ
こ
は
と
り
あ
え
ず
「
可
」
あ
た
り
の
誤
り
と
考
え
、
「
ご
け
ん
し
」
と
解
し
て
お
く
（
「
↑
」

字
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
こ
れ
も
他
に
例
が
な
い
）
。

左
側
の
音
注
「
世
帯
公
山
」
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
「
害
時
」
字
は
、
0
4
N
C

「
十
一
寿
一
枝
」
（
じ
ゅ
う
い
ち
）
、
ヨ
巴
「
十
二

審
一
一
」
（
じ
ゅ

う
に
て
あ
る
い
は

g
g
「
祖
直
欝
山
」
（
じ
じ
さ
ん
）
、

s
g
「
送
体
聖
蕎
麦
牧
」
（
し
ん
じ
ま
し
ょ
）
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
「
公
」
字

は
他
に
例
が
な
い
が
、
東
韻
見
母
で
同
音
の
「
工
」

字
に
g
g
「
舵
工
代
工
山
」

（た
い
こ
ん
さ
ん
）
、

08ω
「
薙
葡
代
工
」
（
だ
い
こ
ん
）
、

8
8
「
黄
和
工
」
（
う
こ
ん
）
と
い
っ
た
例
が
あ
る
。
素
直
に
読
め
ば
「
じ
ゅ
こ
ん
さ
ん
」
の
よ
う
な
誇
に
な
り
そ
う
だ
が
。

O
N
3
「
小
頭
目
」
屋
文
迷
失
（
お
く
み
し
ゅ
う
）

A
一
ヤ
ク
メ
シ
、
役
目
衆

B
一
ヤ
ク
メ
シ

校
本
A
－

B
は
音
訳
漢
字
「
屋
」

字
を
訓
読
か
。
「屋」

字
は
2
8
「
費
心
屋
式
娃
」
（
お
せ
わ
）
、

sa
「
令
尊
屋
也
治
山
馬
」
（
お
や

じ
さ
ま
）
の
ご
と
く
／
オ
／
に
あ
た
る
。
見
出
し
語
は
小
親
分
・
小
役
人
の
意
。
こ
こ
は
長
崎
奉
行
配
下
の
役
人
に
該
当
す
る
よ
う
で
、

ダ
ア
デ

ウ

モ

ス

ヤ
ウ
デ
ウ

モ

『
南
山
考
講
記
』
に
「
大
頭
目
ヲ
モ
ヤ
ク
ニ
ン
小
頭
目
コ
ヤ
ク
ニ
ン
」
、
「
長
崎
古
今
集
覧
』
に
「
諸
組
ノ
役
人
小
頭
目
」
な
ど

翁
広
平

『吾
妻
鏡
補
』
所
載
日
本
語
史
資
料
試
解

（一一一
）

B
一
．
シ
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翁
広
平
『
吾
妻
鏡
補
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所
載
日
本
語
史
資
料
試
解

と
あ
る
。一

方
、
「
通
航

一
覧
」

『唐
人
番
目
記
」
等
の
記
録
類
に
は
諸
組
の
役
人
に
対
す
る
敬
称
と
し
て

「御
組
」
の
語
が
し
ば
し
ば
現
わ

れ
る
。
こ
の
音
注
は
「
御
組
衆
」
で
あ
ろ
う
。

s
g
「
年
行
司
」
年
求
（
・
）

A

二・
B
一
ネ
ン
ギ
ヤ
ウ
じ

見
出
し
語
は

一
年
交
代
で
勤
め
る
役
の
意
。
「
日
葡
辞
書
」「
z
g
m
5
2
7
ネ
ン
ギ
ヤ
ウ
ジ
（
年
行
事）

斗
O
江口
0
8
8
5一
〈

ongん
い

可
匝

2
・
（
年
の
事
を
行
ふ
役
）

一
年
の
問
つ
と
め
る
役
人
・
」
。
音
注

「
求
」
字
は
他
に
は

g
g
「
封
賑
査

一
求
」（
・
）
の
み
で
尤
韻
群
母

の
同
音
字
も
な
い
。
声
母
が
異
な
る
が
8
2
「
稽
秤
措
丘
」
（
か
き
ゅ
う
）
の
「
E
」
（渓
母
）
、
ヨ
巴
「
謂
例
措
郎
」（
か
き
ゅ
う
）
の
「
郎
」

（
渓
母
）
の
よ
う
な
例
か
ら
す
れ
ば
「
ね
ん
ざ
ゅ
う
」
の
よ
う
な
形
が
期
待
さ
れ
る
が
。
存
疑
。

ON2
「
高
木
公
」
撒
文
夜
門
（
さ
く
え
も
ん
）

A
一
サ
ク
エ
モ
ン
町
年
寄
高
木
氏
に
数
代
作
右
衛
門
が
あ
る

B
一
サ
ク
エ
モ
ン

見
出
し
語
は
長
崎
の
地
役
人
高
木
作
衛
門
の
こ
と
で
、

一
六
二
九
年
没
の
初
代
作
衛
門
忠
雄
以
来
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
代
々
襲
名
し
て

ド
ウ
ワ
ン

い
る
。
「
崎
港
開
見
録
」
「
王
家
奉
行
所
土
王
高
木
作
衛
門
」
。
「
夜
」
字
は
他
に
は

g
S
「
昨
夜
前
夜
」
（ぜ
ん
や
）
、

5
コ
「
賎

夜
訴
」
（
や
す
い
）
の
み
。

ONS
「
街
官
」
鳥
多
那
（
お
と
な
）

A
一
オ
ト
ナ
、
乙
名

B
一
オ
ト
ナ
〈
駒
上
一
烏
〉
馬
〉

ギ
ウ
キ
ヤ
イ
ク
ハ
ン

見
出
し
語
は
市
街
を
巡
視
す
る
官
吏
の
意
。
当
時
の
長
崎
に
あ
っ
て
は
乙
名

（お
と
な
）
が
そ
れ
に
近
い
。
「
南
山
考
講
記
」
「
遊
園
街
官

ス
イ
ン
キ
ヤ
イ
ク
ハ
ン

A
g
a
し

し

ゃ

う

や

お
と

な

フ
ル
マ
チ
ヲ
ト
ナ
」
「
新
街
官
シ
ン
マ
チ
ヲ
ト
ナ
」
、
『
筑
紫
方
言
』
「
名
主
庄
屋

長

崎
に
て
乙
名
」
、
『
長
崎
方
言
集
覧
』

「オ
ト

ナ

乙

名
。
往
時
長
崎
の
各
町
に
は
そ
の
町
の
総
取
締
り
の
役
を
勤
む
る
役
人
が
ゐ
た
。
之
を
乙
名
と
い
ふ
」
。

可
宜
爽
失
（
く
み
が
し
！

O
N
g
「
街
財
副
」

投

ー

ら

）

A
一
ク
ニ
ガ
シ
ラ
、
組
頭

B
一
ク
ニ
ガ
シ

ラ

〈
駒
上
一
失
〉
宜

「
一
本
爽
作
失
」
〉

唐
人
屋
敷
に
詰
め
て
館
内
の
管
理
・
取
り
締
ま
り
を
行
な
う
唐
人
屋
敷
乙
名
の
助
役
に
組
頭
（
く
み
が
し
ら
）
が
あ
っ
た
。
見
出
し
語
と

直
接
に
つ
な
が
る
確
証
が
な
い
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
組
頭
が
該
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
崎
港
開
見
録
』
「
五
甲
頭
ク
ミ
ガ
シ
ラ
、
街
財

副
町
筆
者
」
、
「
懸
氏
六
帖
』
「
子
将
、
曹
長
」
。

O
N
E
「
通
事
」
知
自
（
？
っ
ず
）

A
一
ツ
ウ
ジ

B
一
ツ
ウ
ジ

音
注
「
知
」
字
は
他
に
8
8
「
豚
綱
知
母
其
」
（
つ
む
ぎ
）
の
l
例
が
あ
る
。
「
自
」
字
は
他
に
例
が
な
い
が
、

右
の

「知」

字
や
、

「月

姿
基
」
（
っ
き
）
、
「
爪
子
米
」
（
つ
め
て
「
硯
四
事
櫨
」
（
す
ず
り
）
の
「
姿
」
「
子
」
「四
」「
事
」
な
ど
と
同
じ
止
摂
関
口
の
歯
頭
音
字
で

あ
り
、
こ
こ
は
「
？
っ
じ
」
よ
り
は
「
？
っ
ず
」
の
可
能
性
の
方
が
高
い
。
『
日
葡
辞
書
」
「叶
2NE－－－
S
E
M
・
ツ
ウ
ズ
．
ま
た
は
，
ッ
ゥ
ジ
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（
通
時
）
・
通
訳
・
」
、
「
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
」
巻
二
「
H
2
8
y
g
o
g
N
E
o
G
E
N
E
Eけ
m
J
S
H
O
E田
町
田

E
S
Z
G
R
o
g
－
－
・
」
、
『
伴
天
連
記
』

カ

ウ

ズ

イ

キ

ズ

イ

カ

ウ

ズ

ツ

ウ

ズ

「
其
後
ツ
フ
ツ
伴
天
連
と
云
人
を
使
に
し
て
：
・
」
、
『
規
縮
涼
鼓
集
』
「
香
水
奇
瑞
好
事
通
事
」
、
『
倭
訓
葉
』
「
？
っ
ず
通
事
の
音
也
日

本
紀
に
を
さ
め
と
よ
め
り
唐
山
に
て
と
ん
す
い
の
音
に
呼
り
」
、
『
長
崎
方
言
集
』
「
ツ
l
ズ
通
事
。
唐
人
通
事
役
」
「
ツ
l
ズ
（
通
事
）

特
に
唐
人
通
事
に
い
う
。
」
、
「
長
崎
方
言
集
覧
」
「
ツ
ウ
ズ
（
通
事
）
長
崎
に
て
唐
通
事
を
ツ
ウ
ズ
ま
た
は
ツ
ウ
ズ
さ
ん
と
称
し
た
。
今
猶

ほ
ツ
ウ
ズ
と
云
ふ
言
葉
は
一
部
分
の
長
崎
市
民
聞
に
行
は
れ
て
ゐ
る
」
0
0
2∞
「
公
堂
上
去
子
学
非
雅
一
過
」
（
つ
う
ず
へ
や
い
こ
）
参
照
。

非
玉
爽
失
投
（
ひ
ょ
う
か
し
ら
）

A
一
ヒ
ヨ
カ
シ
ラ
日
傭
頭

B
一
ヒ
ヨ
カ
シ
ラ

s
g
「
夫
頭
」

希
遜
爽
施
（
ひ
ょ
う
か
し
つ
）

A
一
ヒ
ヨ
カ
シ
（
ラ
）

B
一
ヒ
ヨ
カ
シ
ら
〈
駒
上
一
玉
〉
王
〉

見
出
し
語
は
人
夫
の
頭
の
意
。
こ
こ
は
日
雇
い
人
足
の
頭
を
い
う
「
ひ
ょ
う
が
し
ら
」
（
日
用
頭
・
日
傭
頭
）
で
あ
ろ
う
。
「
世
間
胸
算
用
」

フ
ウ
デ
e
ウ

「
畳
間
取
普
請
の
日
用
が
し
ら
」
、
「
崎
港
開
見
録
」

「
夫
頭
ヒ
ョ
ウ
カ
シ
ラ
」
、
「
訳
通
類
略
」
「
小
工
ヒ
ョ
ウ
」
、
「
長
崎
県
方
言
辞
典
」

「ひ

ゅ
う
日
傭
ヒ
ョ
ウ
の
音
変
化
。
日
一
雇
一
い
。
五
島
l
小
値
賀
。
」
「
ひ
ゅ
う
と
り
日
傭
と
り
。
日
雇
い
人
。
壱
岐
。
五
島
｜
小
値
賀
。
北
松

浦
｜
福
島
。
西
彼
杵
l
野
母
崎
。
島
原
半
島
大
部
分
」
。
左
側
の
音
注
は
同
語
を
示
し
た
も
の
か
。
音
注
「
還
」
字
は
麻
韻
匝
母
字
で
、
他
に

は
ミ
司
「
叫
遜
歩
」
（
よ
ぶ
）
の
1
例
が
あ
る
。

CMg
「
守
番
」
吸
雅
子
凡
（
へ
や
っ
き
）

A

…・
B
二
．
ヤ
ツ
キ

『
崎
港
開
見
録
』
に
「
守
番
ヘ
ヤ
ツ
キ
」
、
『
訳
家
必
備
』
に
「
守
番
部
屋
附
」
、
「
長
崎
古
今
集
覧
」
に
「
部
屋
附
守
番
」
、
『
長
崎

歳
時
記
』
に
、

に

う

つ

り

く

く

み

「
入
港
の
唐
人
と
も
上
陸
の
日
よ
り
館
内
水
汲
下
働
き
と
し
て
唐
人
屋
敷
乙
名
の
か
た
よ
り
壱
人
、
唐
人
番
よ
り
壱
人
、
宿
町
よ
り
壱

き
は
ん

っ
か

は

こ

と

つ
う
そ
く

人
都
合
三
人
っ
、
右
船
の
帰
帆
ま
で
唐
館
へ
遣
し
置
、
一
船
毎
に
右
の
如
し
、
是
を
通
俗
部
屋
付
と
唱
ふ
」

な
ど
と
あ
る
。
音
注
「
吸
」
字
は
絹
韻
暁
母
の
字
で
、
他
に
用
例
は
な
く
、
同
音
の
字
も
な
い
。

。ω∞
斗
「
授
子
」
殺
文
利
（
さ
ぐ
り
）

A
一
サ
グ
リ
、
探
番

B
一
サ
グ
リ

サ
ウ
ツ
ウ

唐
人
屋
敷
の
門
の
番
所
に
詰
め
て
、
出
入
り
の
者
の
ふ
と
こ
ろ
等
を
探
る
役
職
を
探
番
（
さ
ぐ
り
）
と
称
し
た
。
「
崎
港
開
見
録
」
「
捜
子

サ
ク
リ

サ
グ
リ
」
、
「
唐
商
売
往
来
」
「
探
」
。

g
g
「
唐
人
」
抱
人
（
と
う
じ
ん
）

A
一
ト
ウ
ジ
ン

B
一
ト
ウ
ジ
ン

ナ
ン
キ
ぷ

『
訳
調
統
譜
』
の
鄭
永
寧
の
践
に
「
我
慶
安
以
降
三
江
ノ
商
舶
人
ヲ
南
京
ト
呼
シ
ハ
猶
是
明
人
ガ
自
称
、
ン
テ
未
ダ
清
民
タ
ラ
ザ
ル
意
ヲ
示

タ
ウ
ジ
ン

ス
ナ
リ
、
唐
人
ハ
唐
王
孝
鍵
ノ
唐
ヲ
取
テ
福
建
及
台
湾
舶
人
ヲ
呼
ブ
号
ニ
シ
テ
仰
ホ
是
明
人
ナ
ル
意
ヲ
一
不
ス
ニ
外
ナ
ラ
ズ
」
と
あ
る
。
ま
た
、
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史
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漢
民
族
を
唐
人
と
称
す
る
の
は
広
州
方
言
と
い
う
記
述
も
あ
る
。
王
育
徳
「
中
国
の
方
言
」
（
「
中
国
文
化
叢
書
1

言
語
」
所
収
）
に
「
唐

文
化
の
広
東
地
方
に
与
え
た
影
響
の
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
は
、
広
州
方
言
で
、
「
中
国
人
」
を
「
唐
人
」
、
「
中
国
語
」
を
「
唐
話
」
、
「
中
華

料
理
」
を
「
唐
菜
」
な
ど
と
よ
ぶ
こ
と
か
ら
も
で
も
う
か
が
え
る
」
と
あ
る
。

O
N
S

「
船
主
」
仙
都
山
（
せ
ん
ど
さ
ん
）

A
一
セ
ン
ド
サ
ン
、
船
頭
さ
ん

B
一
セ
ン
ド
サ
ン

ツ

ノ

ツ

ウ

セ

ン

ト

ウ

シ

ヤ

ウ

ハ

イ

ケ

チ

以
下
、
唐
船
役
者
（
乗
組
員
）
の
呼
称
が
つ
づ
く
。
『
増
補
華
夷
通
商
考
」
「
船
主
船
頭
ナ
リ
船
中
ニ
テ
役
ナ
シ
日
本
ニ
テ
商
貰
ノ
下
知

コ

ウ

キ

ジ

ユ

ヲ

ザ

ン

ユ

ニ

モ

ツ

ン

ユ

ン

ン

ス

ナ

ハ

チ

ナ

ア

ヌ

ン

テ

タ

イ

ン

シ

ル

イ

ヲ
シ
公
儀
ヲ
勤
メ
一
船
ノ
人
数
ヲ
治
ム
船
頭
ニ
二
種
ア
リ
荷
物
ノ
主
人
則
船
頭
ト
成
テ
来
ル
モ
ア
リ
又
荷
物
ノ
主
ハ
不
レ
来
手
代
親
類
船

ナ

ヅ

ヂ

ヱ

ノ

ヂ

ユ

イ

ヤ

ン

ヂ

ヱ

ン

チ

ユ

イ

チ

ン

頭
ト
成
テ
来
ル
モ
ア
リ
」
、
「
唐
高
売
往
来
』
「
船
頭
船
主
」
、
『
南
山
考
講
記
』
「
船
主
セ
ン
シ
ユ
」
「
洋
船
主
ヲ
キ
セ
ン
ド
ウ
正

ヂ

エ

ぷ

チ

ユ

イ

フ

ウ

ヂ

ヱ

ン

チ

ユ

イ

船
主
ホ
ン
セ
ン
ド
ウ
副
船
主
ワ
キ
セ
ン
ド
ウ
」
。

才
副
山
（
つ
あ
い
ふ
さ
ん
）

A
一
サ
イ
フ
サ
ン

B
一
サ
イ
フ
サ
ン

呂田
C

「
財
副
」

客
山
子
九
（
園
）

A
一
カ
サ
ン
ツ
キ

B
一
カ
サ
ン
ツ
キ

ツ

ア

イ

フ

ウ

ニ

モ

y
yヤ
ウ

ハ

イ

ニ

y
キ
サ
ン
ヨ
ウ

見
出
し
語
は
唐
船
乗
組
員
の
う
ち
の
書
記
・
経
理
の
こ
と
。
「
増
補
華
夷
通
商
考
』
「
財
附
荷
物
商
貰
諸
事
ノ
日
記
算
用
ヲ
主
ト
ル
役

y
ア

イ

フ

ウ

ヵ

、

ゾ

ア

イ

フ

ウ

キ

ヤ

イ

プ

ア

イ

フ

ウ

ナ
リ
」
、
「
唐
商
売
往
来
』
「
財
副
は
筆
者
に
て
逗
留
中
の
諸
脹
目
に
係
る
」
、
『
崎
港
開
見
録
」
「
財
副
ヒ
ッ
シ
ヤ
」
「
街
財
副
町
筆
者
」

0

音
注
右
側
の
「
才
副
」
は
こ
の
「
財
副
」
で
あ
ろ
う
。
音
注
「
才
」
字
は
他
に
例
が
な
い
が
、
従
母
な
の
で
、

gコ
「
初
五
一
慈
甲
」
（
い

つ
か
）
の
「
慈
」
、
C
H
N
4

「
聾
子
存
朋
」
（
つ
ん
ぽ
）
の
「
存
」
な
ど
と
同
様
、
破
擦
音
の
日
本
語
音
に
該
当
す
る
は
ず
。
近
世
唐
音
資
料

で
も
「
才
」
字
に
は
サ
イ
・
ヅ
ア
イ
の
よ
う
な
仮
名
が
振
ら
れ
て
い
る
。
貿
易
現
場
で
は
「
さ
い
ふ
」
で
は
な
く
「
つ
あ
い
ふ
」
の
よ
う
な

唐
音
諾
が
流
通
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
長
崎
方
言
集
覧
」
「
ツ
ア
イ
、
フ
ウ
財
副
筆
者
勘
定
役
。
唐
船
用
語
、
音
注
左
側
の
「
客

山
子
凡
」
は
未
考
。

沙
代
（
そ
う
だ
い
）

A
一
ソ
ダ
イ
、
総
代
、

B
一
ソ
ウ
ダ
イ

O
N
U
H

「
総
管
」

総
管
山
（
つ
お
ん
く
わ
ん
さ
ん
）

A
一
ソ
ウ
カ
ン
サ
ン
、
総
管
さ
ん

B
一
ソ
ウ
ク
ワ
ン
サ
ン

y
m’J
ク

ワ

ン

セ

J

チ
ウ
ゾ
ヨ
ン
キ
モ
イ
リ
プ
キ
ヤ
ウ

音
注
右
は
「
総
代
（
惣
代
）
」
、
左
は
「
総
管
さ
ん
」
で
あ
ろ
う
。
「
増
補
華
夷
通
商
考
」
「
総
管
船
中
諸
事
ヲ
肝
煎
奉
行
ス
ル
者
ナ
リ
」
。

サ
ィ
フ
ウ
ソ
ン
ク
ワ
ン

「
訳
官
雑
字
簿
」
「
総
管
ソ
ウ
ダ
イ
」
、
「
南
山
考
講
記
』
「
総
管
ソ
ウ
ク
ハ
ン
」
、
「
長
崎
歳
時
記
」
「
財
副
総
管
」
。
と
こ
ろ
で
、
音
注

ワ
キ
セ
ン
ド
ウ
惣
代

「
総
」
字
は
他
に
例
が
な
い
が
、
精
母
な
の
で
、

8
8
「
月
姿
基
」
（
っ
き
）
の
「
姿
」
、

0
2品
「
夏
駒
子
」
（
な
つ
）
の
「
子
」
、
ヨ
エ

「
五
一
悲
子
」
（
い
つ
つ
）
の
「
藷
」
な
ど
と
同
様
、
破
擦
音
の
日
本
語
音
に
該
当
す
る
は
ず
。
近
世
唐
音
資
料
で
も
「
総
」
字
に
は
ツ
ヲ

ン
の
よ
う
な
仮
名
が
振
ら
れ
て
い
る
。
貿
易
現
場
で
は
「
そ
う
く
わ
ん
」
で
は
な
く
「
つ
お
ん
く
わ
ん
」
の
よ
う
な
唐
音
語
が
流
通
し
て
い
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た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
長
崎
方
言
集
覧
』

「ツ
オ
ン
ク
ワ
ン

用
語
」。

S
S
「
移
長
」
火
焦
山
（
ほ
い
ち
ょ
う
さ
ん
）

A
一
ホ
チ
ヨ
サ
ン
、
移
長
さ
ん

B
一
ホ
チ
ヨ
サ
ン
〈
駒
上

一
火
〉
大
〉

ホ

イ

チ

ウ

ノ

リ

カ

タ

y
カ
サ

ハ

リ

ハ

フ

ヨ

ク

ン

リ

ハ

カ

カ

ン
カ

サ
ツ

ヤ

ク

「
増
補
華
夷
通
商
考
』
「
彩
長
海
上
ノ
乗
方
ヲ
主
ド
ル
者
也
緩
経
ノ
法
ヲ
能
知
テ
日
月
星
ヲ
計
リ
天
気
ヲ
考
へ
地
理
ヲ
察
ス
ル
役
ナ
リ
」、

ホ

ウ

ヂ

ヤ

ン

ホ

オ
チ
ャ
ン

「
南
山
考
講
記
」
「
彩
長
ハ
リ
ノ
ヤ
ク
」
、
「
長
崎
古
今
集
覧
』
「
彩
長
ホ
イ
チ
ョ
ウ
」、
『
長
崎
方
言
集
覧
」

「ホ
ヲ
チ
ャ

ン

彩
長

按

針

ホ
ヲ
チ
ャ
ン

役
。
唐
船
用
語
。」
「
ホ
イ
チ
ョ
ウ
影
長
を
競
り
て
ホ
イ
チ
ョ
ウ
と
称
し
た
も
の
で
あ
る
」。

O

凶
器
「
舵
工
」
代
工
山
（
た
い
こ
ん
さ
ん
）

A
一
ダ
コ
ン
サ
ン

B
一
ダ
コ
ン
サ
ン

タ

イ

コ

ン

カ

ヂ

ヘ

ン

ナ

ミ

シ

ノ

「
増
補
華
夷
通
商
考
」
「
舵
工
舵
ノ
役
ナ
リ
彩
長
ト
心
ヲ
合
セ
風
ヲ
緋
シ
涛
ヲ
凌
グ
大
事
ノ
役
ナ
リ
」
、「
南
山
考
講
記
」「
舵
工

カ
ヂ

ト
リ
」
、
『
両
国
訳
通
』
「
舵
工
タ
イ
コ
ン
カ
ヂ
ト
リ
」
、
「
訳
官
雑
字
簿
」
「
舵
工
蛤
タ
イ
コ
ン
コ
ウ
リ
」
。

。
∞
宮
「
管
公
厩
」
措
其
山
（
・
）

A
一
・

B
一
．
サ
ン
〈
駒
上
一
一
断
〉
閥
、
其
山
〉
斯

（山
ナ
シ）〉

見
出
し
語
は
未
確
認
。
音
注
「
搭
其」

は
2
8
「柿

搭
其
」

（か
き
）
と
同
じ
だ
が
、
「
か
き
さ
ん
」
な
る
語
も
検
討
が
つ
か
な
い
o

g
g
「
総
捕
」
花
焦
山
（
・
）

A
二
・

B
一
ホ
チ
ヨ
サ
ン

校
本
B
の
S
S
「
彩
長
火
焦
山
」
へ
の
覚
え
書
き
に

「
N
Sの
音
注
は

「
花
焦
山
」
。
と
も
に

「彩
長
さ
ん
」
。」

ツ
オ
ン

ポ

dF

Y
タ
キ

と
あ
る
が
、
総
舗
と
影
長
は
別
の
役
職
で
あ
る
。
「
唐
商
売
往
来
』

「総
捕
ハ
飯
炊
也
」、
「
怯
里
馬
赤
』
「
総
歩
船
ノ
メ
シ
タ
キ
」
、

「訳
官

雑
字
簿
」
「
総
部
メ
シ
タ
キ
食
物
ノ
コ
ト
ヲ
主
ル
」
、
『
長
崎
古
今
集
覧
』
「
総
晴
炊
飯
賄
役
」
。
未
考
。

。
呂
田
「
小
工
一概
」
晒
婆
羅
同

（
さ
ぶ
ろ
ど
ん
）

A
一
・

B
一
サ
ブ
ロ
ド
ン

《
駒
上
一

一斯
〉
厩
〉

見
出
し
語
「
小
工
」
は
未
熟
で

一
人
前
に
な
っ
て
い
な
い
助
手
の
意
。
「小
一断
」
は
召
し
使
い
・
小
僧
の
意。

g
g
「
小
厩

沙
婆
羅
」

（
さ
ぶ
ろ
う
）
の
項
参
照
。

ONS
「
尊
駕
」
馬
斯
（
・
）

A
一
・

B
一
パ
ス

校
本
B
「
覚
え
書
き
」
に

「音
注
「
馬
斯
」
は
何
と
解
読
す
べ
き
か
。
筒
要
に
は
該
当
す
る
語
が
存
し
な
い
が
、
今
仮
り
に
外
来
語
と
見
て

「
パ
ス
（

V
E）」
は

如
何
o
E
印
襟
椅
厩
古
（
簡
要
注
斗
）
「
パ
ン
コ
」
（
σ白ロ

g
）
の
ご
と
く
オ
ラ
ン
ダ
語
か
ら
の
も
の
は
あ
る
が
、
英
語
か
ら
の
も
の
は

他
に
例
が
な
い
の
が
弱
点
。」

総
管

ツ
ヲ
ン
、
ク
ハ
ン
、
ツ
ン
、
ク
ワ
ン
。
一
一船の
諸
用
を
司
る
者
。
唐
船
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（
三
）

と
あ
る
。
日
本
初
の
路
線
パ
ス
は
明
治
三
六
年
（
一
九
O
三
年
）
、
パ
ス
の
語
源
で
あ
る
ラ
テ
ン
語

0
5
51σ
5
の
語
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
ナ

ン
ト
郊
外
に
お
い
て
初
め
て
乗
合
路
線
馬
車
と
結
び
つ
い
た
の
も
一
八
三
二
年
の
こ
と
と
い
う
か
ら
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
吾
妻
鏡
補
」
成
立

後
で
あ
る
。
こ
こ
は
人
物
類
で
あ
り
、
以
下
に
別
人
・
我
・
体
・
他
と
い
っ
た
語
が
つ
づ
く
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
尊
駕
は
敬
称

の
二
人
称
代
名
調
で
あ
ろ
う
。
「
中
文
大
辞
典
」
第
十
冊
「
尊
駕
」
の
項
「
本
謂
天
子
之
車
乗
。
転
為
天
子
之
敬
称
。
今
用
為
普
通
之
敬
称
：
・
」
。

も
っ
と
も
、
こ
の
音
注
に
つ
い
て
は
や
は
り
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
あ
る
い
は
「
馬
」
字
を
「
烏
」
字
の
誤
写
と
見
て
「
う
し
（
大
人
）
」
か
o

s
g
「
街
官
烏
多
那
」
（
お
と
な
）
〈
駒
上
一
烏
〉
馬
〉
、

SHN
「
洗
亜
投
烏
」
（
あ
ら
う
）
〈
駒
上
一
烏
〉
馬

y
g
g
「
老
老
携
／
烏

司
撃
里
」
（
ろ
う
じ
ん
／
｛
烏
↓
篤
】
と
し
よ
り
）
の
異
同
例
な
ど
参
照
。

S
S
「
別
人
」
別
志
人
（
べ
つ
じ
ん
）

A
一
ベ
ツ
ジ
ン

B
一
ベ
ツ
ジ
ン

S
S
「
我
」
娃
搭
古
施
（
わ
た
く
し
）

A
一
ワ
タ
ク
シ

B
一
ワ
タ
ク
シ

g
g
「
体
」
紅
毛
揺
（
お
ま
え
j
お
ま
い
）

A
一
オ
マ
ヨ

B
一
オ
マ
ヨ

O
N
N
申
「
平
輩
」
の
項
参
照
。

8
2
「
他
」
挨
掌
勿
多
（
あ
の
ひ
と
j
あ
の
ふ
と
）

A
一
ア
ノ
ヒ
ト
、
あ
の
人

B
一
ア
ノ
ヒ
ト
〈
駒
上
一
他
〉
地
〉

見
出
し
語
は
三
人
称
の
代
名
詞
。
音
注
「
挨
掌
」
は
「
あ
の
」
、
「
勿
多
」
は
「
人
」
で
ま
ち
が
い
な
い
な
い
が
、
音
注
「
勿
」
字
は
物
韻

微
母
で
、

8
5
「
蓋
碗
勿
搭
茶
碗
」
（
ふ
た
ち
ゃ
わ
ん
）
、

g
g
「
両
様
的
勿
搭
二
ハ
」
（
ふ
た
い
ろ
）
の
よ
う
な
例
か
ら
す
る
と
、
「
ひ

と
」
で
は
な
く
「
ふ
と
」
の
可
能
性
が
高
い
。
「
長
崎
県
方
言
辞
典
』
「
あ
の
ふ
と
あ
の
方
。
あ
の
人
の
音
変
化
。
西
彼
杵
｜
野
母
崎
」
「
ふ

と
ひ
と
。
人
。
長
崎
市
（
稀
）
。
西
彼
杵
｜
崎
一
戸
」
。
た
だ
し
、
他
の
「
i
ひ
と
」
の
例
を
見
る
と

S
B
「
忠
厚
也
非
多
」
（
え
l
ひ
と
）
、

O
N
B

「
読
書
人
措
谷
蒙
司
六
非
多
が
く
も
ん
す
る
ひ
と
）
、

o－
印

N

「
無
心
人
夫
九
里
捺
非
多
」
（
ふ
ぎ
り
な
ひ
と
）
の
よ
う
に
い
ず
れ

も
「
非
多
」
で
表
記
し
て
お
り
、
こ
れ
は
「
ひ
と
」
で
あ
ろ
う
0
0
0
ω

申
「
東
非
爽
施
」
（
ひ
が
し
て

8
8
「
日
中
非
六
」
（
ひ
る
）
、

8
3

「
鴨
挨
非
羅
」
（
あ
ひ
る
）
等
々
。
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